
議会版事務事業評価実施
平成26年度決算を認定
10名の議員が市政を問う

みんなで千歳おどり唄（千歳小学校運動会）
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平
成
27
年
第
３
回
定
例
会

（
会
期　

９
月
１
日
～
30
日
）

９
月
１
日
か
ら
第
３
回
定
例

会
が
開
か
れ
、
今
定
例
会

に
は
決
算
認
定
や
個
人
情
報
保
護

条
例
の
一
部
改
正
な
ど
議
案
26
件
、

報
告
３
件
、
認
定
11
件
、
諮
問
３

件
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

15
日
か
ら
は
各
常
任
委
員
会
が

付
託
さ
れ
た
議
案
な
ど
を
慎
重
に

審
査
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
常
任

委
員
会
で
は
、
今
年
か
ら
議
会
版

事
務
事
業
評
価
に
取
り
組
み
、
委

員
会
と
し
て
の
評
価
を
取
り
ま
と

め
、
本
会
議
で
評
価
報
告
を
行
い

ま
し
た
。

最
終
日
に
は
、
提
出
さ
れ
た
議

案
や
認
定
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

今
定
例
会
に
は
、
延
べ
61
人
の 

方
々
が
傍
聴
に
訪
れ
ま
し
た
。

平成27年度 一般会計補正予算（第2号）

14億4970万2千円
　　　　　　　　　《一般会計予算総額》

259億5857万円

追加

防犯対策事業

戸籍、住民基本台帳等管理事業

市道維持管理事業

428万9千円追加

1741万4千円 追加 マイナンバー制度導入に伴う追加補正。

2億650万5千円 追加 維持補修工事等の増に伴う増額補正。

防犯灯施設整備事業において、
地域からの要望を集約した結果、
不足を生じたため。

オリジナル住宅構想事業

1613万8千円 追加（新規）

旧大野高校跡地の開発行為に
係る経費の追加補正。

主な
事業

2（第47号2015.11）



豊後大野市支所設置条例の一部改正

豊後大野市児童館条例の一部改正

大野支所を旧大野保健センターの建物に移転

三重ふれあい児童館を旧三重介護予防拠点施設
ひなたぼっこの建物に移転

施
設
の
老
朽
化
等
の
理
由
に
よ
り
、

豊
後
大
野
市
大
野
支
所
を
旧
大

野
保
健
セ
ン
タ
ー
の
建
物
に
移
転
す
る

も
の
で
す
。
な
お
、
移
転
の
時
期
は
平

成
28
年
２
月
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

移
転
後
、
大
野
支
所
庁
舎
は
早
期
に

解
体
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

公
共
施
設
の
見
直
し
に
関
す
る
指

針
等
に
基
づ
き
、
三
重
ふ
れ
あ

い
児
童
館
を
旧
三
重
介
護
予
防
拠
点
施

設
ひ
な
た
ぼ
っ
こ
の
建
物
に
移
転
す
る

も
の
で
す
。

現在の大野支所庁舎

旧大野保健センター

旧三重介護予防拠点施設ひなたぼっこ

菅尾住宅３期建替工事に係る工事請負契約を締結
要件設定型一般競争入札（総合評価落札方

式）により落札した恵藤建設株式会社と 1 億
9103 万 8 千円で契約を締結しました。

【概要】
建 築 構 造： 鉄筋コンクリート造４階建て
延べ床面積：1190.32㎡
入 居 戸 数：16 戸
間　取　り：３LDK、２LDK
竣 工 予 定：平成 28 年 11 月頃

９月定例会（主な議決事項）
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総
務
常
任
委
員
会

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

●
財
産
の
無
償
譲
渡

　
（
旧
米
山
中
学
校
木
工
室
棟
）

認
可
地
縁
団
体
で
あ
る
上
緒
方
振
興

協
議
会
か
ら
、
木
工
室
棟
を
新
た
な
拠

点
施
設
と
し
て
活
用
し
た
い
旨
の
要
望

が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
上
緒
方
振
興
協

議
会
に
無
償
で
譲
渡
す
る
も
の
で
す
。

委
員
会
で
は
、
審
査
に
先
立
ち
、
会

期
中
に
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
　

陳
情
を
し
な
か
っ
た
ら
、
寄
宿
舎

を
壊
す
の
か
。

　
　

解
体
す
る
の
は
、
旧
米
山
中
学
校

校
舎
。
解
体
時
期
は
、
今
後
検
討
す
る
。

そ
の
際
、
地
元
が
寄
宿
舎
を
新
た
に
使

用
し
た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
無

償
譲
渡
に
な
る
だ
ろ
う
。

●
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
改
正

行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を

識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利
用
等
に
関

す
る
法
律
が
一
部
の
規
定
を
除
き
、
平

成
27
年
10
月
５
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ

と
に
伴
い
、
同
法
に
基
づ
く
特
定
個
人

情
報
の
取
り
扱
い
等
に
関
し
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
条
例
整
備
の
必
要
が
あ
る

も
の
で
す
。

　
　

戸
籍
関
係
な
ど
で
、
な
り
す
ま
し

事
件
が
起
こ
っ
た
と
き
に
は
、
誰
が
責

任
を
と
る
の
か
。

　
　

犯
罪
に
使
わ
れ
た
場
合
、
そ
れ
は

第
一
義
的
に
犯
罪
行
為
を
行
っ
た
者
の

責
任
に
な
る
。
当
然
、
な
り
す
ま
し
を

防
ぐ
た
め
の
努
力
は
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
制
度
上
も
ま
た
電
算
シ
ス
テ

ム
上
も
そ
う
い
っ
た
こ
と
を
防
ぐ
目
的

で
今
改
修
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。

●
不
妊
治
療
費
助
成
に
関
す
る
条
例
の

一
部
改
正

本
年
10
月
１
日
か
ら
大
分
県
の
不
妊

治
療
費
助
成
事
業
の
制
度
が
改
正
さ
れ
、

特
定
不
妊
治
療
は
新
た
に
年
齢
制
限
や

所
得
制
限
を
設
け
た
上
で
大
分
県
が
一

括
で
実
施
し
、
県
内
各
市
町
村
が
そ
の

実
績
に
応
じ
て
当
該
経
費
の
一
部
を
負

担
す
る
制
度
に
移
行
す
る
こ
と
と
、
特

定
不
妊
治
療
を
望
む
夫
婦
の
自
己
負
担

の
軽
減
、
助
成
要
件
の
緩
和
、
事
務
手

続
き
の
負
担
軽
減
等
が
図
ら
れ
る
こ
と

か
ら
条
例
の
一
部
改
正
を
行
う
も
の
で

す
。

　
　

制
度
改
正
に
よ
っ
て
利
用
者
が
増

え
る
見
込
み
は
あ
る
の
か
。

　
　

窓
口
が
一
本
化
さ
れ
る
こ
と
で
、

広
く
市
民
の
方
に
制
度
に
つ
い
て
周
知

で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
金
額

の
上
限
で
は
な
く
、
回
数
の
上
限
に
変

わ
る
の
で
、
必
要
な
時
期
に
受
け
た
い

治
療
が
続
け
て
受
け
ら
れ
る
、
ま
た
、

夫
婦
の
意
志
に
沿
っ
た
内
容
に
少
し
変

わ
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

い
る
。

●
奨
学
金･

入
学
準
備
金
貸
付
基
金
条

例
の
一
部
改
正

三
重
総
合
高
校
に
在
学
す
る
者
に
限

り
、
奨
学
金
と
入
学
準
備
金
を
貸
し
付

け
る
と
い
う
こ
と
で
、
学
校
支
援
の
意

味
も
含
め
て
、
平
成
23
年
度
に
設
立
さ

れ
、
基
金
の
額
と
し
て
５
千
万
円
を
積

み
立
て
て
お
り
ま
す
が
、
利
用
が
伸
び

悩
ん
で
い
る
状
況
で
あ
り
、
基
金
の
額

を
１
千
万
円
に
減
額
し
て
運
用
す
る
も

の
で
す
。

　
　

利
用
が
少
な
い
問
題
点
を
ど
の
よ

う
に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。

　
　

国
、
県
や
大
分
県
奨
学
会
の
奨
学

金
が
利
用
で
き
る
こ
と
、
高
校
の
授
業

料
が
無
償
化
さ
れ
た
こ
と
、
さ
ら
に
、

非
課
税
世
帯
に
限
り
返
還
義
務
の
な
い

給
付
制
度
が
新
し
く
で
き
た
こ
と
に
よ

り
、
そ
れ
ら
の
利
用
が
多
い
よ
う
で
あ

る
。
し
か
し
、
準
備
金
は
ほ
か
に
な
い

制
度
な
の
で
、
潜
在
的
に
利
用
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

質

質

質

質

答

答

答

答

委
員
会
審
査
報
告

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
５
件
と
請
願
１
件
を
付
託
さ
れ
、
慎

重
審
査
の
結
果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
採
択

す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
10
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
を
行

い
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。
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産
業
建
設
常
任
委
員
会

●
市
道
路
線
の
廃
止

市
道
４
路
線
の
廃
止
が
提
案
さ
れ
、

廃
止
の
主
な
理
由
は
、
中
山
間
地
域
総

合
整
備
事
業
で
改
良
に
伴
う
も
の
と
、

改
良
が
済
み
県
か
ら
譲
与
を
受
け
、
譲

与
部
分
と
現
市
道
部
分
を
同
一
路
線
と

し
て
認
定
す
る
た
め
に
一
旦
現
市
道
部

分
を
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　
　

芦
刈
中
央
線
は
踏
切
箇
所
が
斜
め

に
な
っ
て
い
て
非
常
に
危
な
い
が
、
こ

れ
が
直
線
的
に
改
良
さ
れ
る
予
定
か
。

　
　

直
線
的
に
改
良
し
て
、
現
道
か
ら

最
終
的
に
３
２
６
号
線
に
出
て
く
る
形

で
す
。

●
平
成
27
年
度
簡
易
水
道

　

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）

補
正
の
主
な
理
由
は
、
歳
出
で
は
、

修
繕
料
１
３
２
９
万
５
千
円
、
通
信

運
搬
費
13
万
４
千
円
、
中
九
州
道
の
工

事
に
伴
う
水
道
管
移
設
工
事
請
負
費

１
０
８
万
７
千
円
及
び
、
千
歳
簡
水
の

老
朽
化
し
た
遠
方
監
視
シ
ス
テ
ム
の
取

り
替
え
に
伴
う
水
道
施
設
工
事
請
負
費

５
９
４
万
円
の
追
加
補
正
で
す
。
歳
入

で
は
、
前
年
度
繰
越
金
１
９
７
５
万
円

及
び
移
転
補
償
費
70
万
６
千
円
の
追
加

補
正
で
す
。

質答

適
任

人権擁護委員候補者の推薦

金
かね

　子
こ

　明
あき

　子
こ

 氏
任期　自：平成28年１月１日
　　　至：平成30年12月31日【朝地町市万田】

生年月日　昭和23年11月26日

房
ふさ

　前
まえ

　けい子
こ

 氏
任期　自：平成28年１月１日
　　　至：平成30年12月31日【犬飼町下津尾】

生年月日　昭和26年９月27日

倉
くら

　原
はら

　文
ふみ

　子
こ

 氏
任期　自：平成28年１月１日
　　　至：平成30年12月31日【清川町雨堤】

生年月日　昭和20年９月27日

市道芦刈中央線

【
付
託
議
案
の
審
査
結
果
】

議
案
７
件
を
付
託
さ
れ
、
慎
重
審
査
の
結

果
、
そ
れ
ぞ
れ
可
決
、
す
べ
き
と
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

９月定例会（委員会審査報告、人事案件）
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議
会
版
事
務
事
業
評
価
は
、

２
年
間
に
わ
た
る
議
会

活
性
化
委
員
会
の
調
査
結
果

の
１
つ
と
し
て
、
議
会
で
取

り
組
む
必
要
が
あ
る
と
の
報

告
を
受
け
、
今
定
例
会
か
ら

試
行
的
に
議
会
版
事
務
事
業

評
価
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
常
任
委
員
会
の

所
管
事
務
調
査
と
し
て
取
り

組
ん
で
き
た
事
務
事
業
評
価

は
、
あ
く
ま
で
も
執
行
部
が

実
施
し
た
事
務
事
業
評
価
に

対
し
て
各
議
員
が
意
見
す
る

の
み
で
終
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

議
会
版
事
務
事
業
評
価
を

議
会
と
い
う
機
関
の
意
思
と

し
て
、
執
行
部
に
提
案
す
る

こ
と
は
、
政
治
的
効
果
を
持

た
せ
、
非
常
に
有
意
義
な
こ

と
で
あ
り
、
そ
の
提
案
が
ど

の
よ
う
に
対
応
さ
れ
た
の
か

報
告
を
求
め
る
こ
と
は
、
議

会
提
案
の
実
効
性
を
高
め
る

も
の
で
す
。

議会版事務事業評価を実施

各
委
員
会
１
事
業
を
選
定

本
年
の
取
り
組
み
と
し

て
は
、
各
常
任
委
員
会
で

１
事
業
ず
つ
選
定
す
る
こ

と
と
し
、
総
務
常
任
委
員

会
は
防
犯
灯
施
設
整
備
事

業
、
厚
生
文
教
常
任
委
員

会
は
児
童
生
徒
農
業
体
験

活
動
事
業
、
産
業
建
設
常

任
委
員
会
は
鳥
獣
被
害
パ

ト
ロ
ー
ル
事
業
を
選
び
ま

し
た
。

評
価
は
、
拡
充
、
継
続
、

改
善
、
縮
小
、
終
了
、
休

止
、
廃
止
の
７
段
階
で
行

い
、
委
員
会
と
し
て
の
評

価
結
果
を
９
月
30
日
の
本

会
議
で
委
員
長
が
報
告
し

ま
し
た
。

後
日
、
評
価
報
告
書
を

議
長
か
ら
市
長
へ
手
渡
し
、

改
善
策
や
、
予
算
へ
の
反

映
状
況
な
ど
を
２
月
下
旬

ま
で
に
報
告
す
る
よ
う
求

め
ま
し
た
。

事
業
評
価
の
流
れ

【
１
日
目
】

●
対
象
事
業
の
説
明

議
会
で
作
成
し
た
評
価
シ
ー
ト
を
基
に
執
行
部

か
ら
詳
し
く
事
業
説
明
を
受
け
、
質
疑
応
答
を
行

い
ま
し
た
。

●
個
人
評
価
を
実
施

執
行
部
の
説
明
を
受
け
、
議
員
個
人
ご
と
に
評

価
を
行
い
ま
し
た
。

【
２
日
目
】

●
委
員
評
価
へ
の
自
由
討
議

１
日
目
の
議
員
個
人
ご
と
の
評
価
に
基
づ
き
、

委
員
相
互
に
意
見
を
出
し
合
い
議
論
し
ま
し
た
。

●
委
員
会
の
合
意
形
成

委
員
会
の
評
価
を
出
す
た
め
、
委
員
間
で
合
意

形
成
を
図
り
意
見
を
ま
と
め
し
た
。

【
３
日
目
】

●
評
価
報
告
書
作
成

委
員
会
で
の
意
見
を
ま
と
め
、
委
員
会
と
し
て

の
評
価
を
決
定
し
、
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

３日目　評価報告書作成 2日目　委員間で自由討議 １日目　執行部から事業説明
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総
務
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

防
犯
灯
施
設
整
備
事
業

【
委
員
会
評
価
】

改
善
・
効
率
化
し
継
続

【
評
価
報
告
（
一
部
）】

本
事
業
は
夜
間
に
お
け

る
歩
行
者
等
の
安
全
性
を
高

め
る
と
と
も
に
、
市
民
を
犯

罪
か
ら
守
る
た
め
、
自
治
会

か
ら
の
要
望
に
よ
り
防
犯
灯

の
新
設
及
び
更
新
を
行
う
も

の
で
す
。

本
事
業
は
市
民
の
安
心

安
全
、
ま
た
地
球
温
暖
化
の

厚
生
文
教
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

児
童
生
徒
農
業
体
験
活
動

事
業

【
委
員
会
評
価
】

現
状
の
ま
ま
継
続
す
る

【
評
価
報
告
（
一
部
）】

本
事
業
は
、
学
年
や
時

間
が
限
ら
れ
て
い
る
総
合

学
習
等
の
取
り
組
み
と
異

な
り
、
植
付
や
収
穫
だ
け
で

な
く
栽
培
、
除
草
、
炭
焼
き
、

加
工
、
販
売
と
い
っ
た
年
間

を
通
し
た
作
業
を
行
う
な

ど
、
家
庭
や
学
校
で
は
体
験

産
業
建
設
常
任
委
員
会

【
調
査
事
業
】

鳥
獣
被
害
パ
ト
ロ
ー
ル
事
業

【
委
員
会
評
価
】

現
状
の
ま
ま
継
続
す
る

【
評
価
報
告
（
一
部
）】

本
事
業
を
現
状
の
ま
ま

継
続
し
て
い
く
こ
と
が
妥

当
で
あ
る
と
判
断
し
ま
し

た
。近

年
、鳥
獣
被
害
は
拡

大
傾
向
に
あ
る
中
、パ
ト

ロ
ー
ル
委
託
事
業
を
強
化

す
る
と
と
も
に
、電
気
柵
の

安
全
性
を
確
保
す
る
こ
と

は
、被
害
の
抑
止
に
有
効
で

あ
り
、農
林
業
を
基
幹
産
業

と
す
る
本
市
に
と
っ
て
、必

要
性
は
非
常
に
高
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

ま
た
、電
気
柵
等
の
パ

ト
ロ
ー
ル
の
う
ち
、約
80
％

が
設
置
指
導
を
行
わ
れ
て

い
る
こ
と
は
、安
全
に
設
置

さ
れ
て
い
る
と
一
定
の
評

価
が
で
き
ま
す
が
、電
気
柵

の
感
電
事
故
が
起
き
ぬ
よ

う
、設
置
者
が
安
全
に
設
置

し
住
民
が
安
全
に
暮
ら
せ

る
た
め
に
、さ
ら
な
る
指
導
、

啓
発
が
必
要
で
す
。

鳥
獣
被
害
は
農
業
経
営

防
止
に
も
効
果
が
あ
り
、
必

要
性
や
緊
急
性
が
高
い
こ
と

が
認
め
ら
れ
ま
す
。
よ
っ
て

継
続
と
し
ま
す
が
、
ス
ピ
ー

ド
感
を
持
っ
て
全
市
に
事
業

の
成
果
が
幅
広
く
い
き
わ
た

る
よ
う
、
事
業
を
改
善
、
効

率
化
す
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

特
に
、
通
学
路
や
危
険
箇
所

は
速
や
か
な
設
置
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
２
年
で
Ｌ
Ｅ
Ｄ
防

犯
灯
の
設
置
が
進
捗
し
ま
す

が
、
各
町
に
お
け
る
設
置
率

や
自
治
会
間
の
取
り
組
み
状

況
に
差
異
が
あ
り
ま
す
。
こ

で
き
な
い
活
動
も
あ
り
、
農

業
の
大
変
さ
や
楽
し
さ
、
喜

び
、
達
成
感
を
味
わ
う
こ
と

が
で
き
る
と
い
う
点
で
も

教
育
的
効
果
は
高
い
。
不

登
校
の
子
ど
も
へ
の
支
援

に
結
び
つ
い
た
実
績
も
高

く
評
価
で
き
る
と
考
え
ま

す
。
ま
た
、
農
林
業
は
本
市

の
基
幹
産
業
で
あ
り
、
子
ど

も
の
と
き
か
ら
体
験
を
す

る
こ
と
で
、
農
林
業
に
対
す

る
理
解
や
支
援
、
子
ど
も
た

ち
の
将
来
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
よ
っ

て
、
委
員
会
評
価
は
継
続
と

に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
し
、

被
害
防
止
は
喫
緊
の
課
題

で
す
。被
害
防
止
は
農
家
に

と
っ
て
大
き
な
期
待
が
あ

り
、５
つ
の
評
価
か
ら
緊
急

性
も
高
く
他
の
事
業
に
優

先
す
る
事
業
と
判
断
し
ま

し
た
。

最
後
に
、本
事
業
に
つ

い
て
２
点
改
善
検
討
さ
れ

る
よ
う
提
案
し
ま
す
。

１
点
目
は
、効
果
的
な

事
業
と
す
る
た
め
に
、事
業

の
検
証
に
必
要
な
被
害
箇

所
や
市
内
調
査
箇
所
数
、指

導
項
目
ご
と
の
数
な
ど
、調

査
に
か
か
る
数
値
を
見
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
必

要
で
す
。２
点
目
は
、農
繁

期
に
臨
時
職
員
２
名
体
制

の
現
状
で
市
内
全
域
を
網

羅
す
る
こ
と
は
難
し
く
、人

員
の
増
員
な
ど
検
討
し
、効

果
的
な
運
営
を
行
う
必
要

が
あ
る
と
考
え
ま
す
。

全
て
の
農
家
が
鳥
獣
対

策
の
要
望
が
大
で
あ
り
、農

業
所
得
向
上
の
た
め
、喫
緊

の
課
題
で
あ
り
、パ
ト
ロ
ー

ル
委
託
事
業
の
効
率
性
を

高
め
、本
市
の
鳥
獣
被
害
農

家
の
期
待
に
応
え
る
べ
き

で
あ
り
ま
す
。

れ
は
自
治
会
の
財
政
状
況
、

高
齢
化
、
箇
所
付
け
、
設

置
に
対
す
る
意
識
な
ど
に

差
が
あ
る
た
め
と
判
断
し
ま

す
。
基
本
的
に
自
治
会
が
主

体
と
な
り
設
置
し
て
い
ま
す

が
、
積
極
的
な
取
り
組
み
が

進
展
す
る
よ
う
、
事
業
の
改

善
及
び
効
率
化
を
図
る
と
と

も
に
、
防
犯
灯
の
設
置
の
意

義
や
配
置
間
隔
な
ど
適
正
な

設
置
の
基
準
及
び
本
事
業
の

事
業
内
容
に
つ
い
て
、
幅
広

く
市
民
に
周
知
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

一
方
、
市
の
管
理
分
の

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
つ
い

て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
の

下
、
自
治
会
の
管
理
分
を
優

先
し
て
い
る
た
め
、
進
捗
し

て
お
り
ま
せ
ん
。
環
境
省
に

お
い
て
自
治
体
保
有
の
街
路

灯
に
Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
導
入
す
る
際

の
費
用
を
支
援
す
る
方
針
を

固
め
た
と
の
報
道
も
あ
り
ま

す
。
国
の
動
向
を
注
視
す
る

と
と
も
に
、
市
の
管
理
分
の

防
犯
灯
に
つ
い
て
も
、
市
民

の
安
全
安
心
の
た
め
に
も
計

画
的
に
取
り
組
む
こ
と
を
求

め
ま
す
。

し
ま
す
。

緑
の
奨
学
会
の
会
員
は

55
名
ほ
ど
お
り
、
退
職
・
現

職
の
教
職
員
と
い
う
こ
と

で
、
子
ど
も
へ
の
対
応
に
つ

い
て
は
専
門
性
が
あ
り
、
経

験
豊
富
な
た
め
心
強
い
面

が
あ
る
も
の
の
、
農
業
分
野

の
知
識
や
指
導
力
に
加
え
、

農
機
具
等
も
求
め
ら
れ
ま

す
。
さ
ら
に
、
作
業
の
内
容

や
圃
場
の
確
保
、
作
業
時
の

ト
イ
レ
の
問
題
、
防
獣
対
策

等
の
植
付
後
の
管
理
も
踏

ま
え
る
と
、
現
状
で
の
大
幅

な
事
業
拡
充
は
困
難
で
あ

る
と
考
え
ま
す
。

市
は
、
事
業
と
し
て
は

継
続
す
べ
き
で
あ
り
、
各

町
、
各
学
校
か
ら
ま
ん
べ
ん

な
く
１
人
で
も
多
く
の
子

ど
も
が
効
率
的
に
参
加
で

き
る
よ
う
な
方
法
論
を
考

え
る
と
と
も
に
、
今
後
懸
念

さ
れ
る
指
導
者
の
人
材
不

足
の
問
題
に
対
応
で
き
る

よ
う
、
緑
の
奨
学
会
と
の
連

携
、
農
業
法
人
や
農
業
関
係

者
、
地
域
、
外
部
の
団
体
と

の
か
か
わ
り
方
を
検
討
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
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決
算
特
別
委
員
会

（
佐
藤
辰
己
委
員

長
）
が
、
９
月
24
日
と
25

日
の
２
日
間
に
わ
た
り
開

催
さ
れ
、
一
般
会
計
、
特

別
会
計
、
上
水
道
・
病
院

事
業
特
別
会
計
の
決
算
を

審
査
し
ま
し
た
。

い
ず
れ
も
慎
重
審
査
の

結
果
、
認
定
す
べ
き
も
の

と
決
定
し
、
９
月
30
日
の

本
会
議
で
採
決
の
結
果
、

認
定
さ
れ
ま
し
た
。

《各会計の決算状況》
会計名 歳入 歳入前年度比 歳出 歳出前年度比
一般会計 282億760万4千円 ＋8億5258万8千円 266億1753万5千円 ＋7億6703万6千円

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 54億773万5千円 ＋890万3千円 52億8656万7千円 ＋4265万5千円
後 期 高 齢 者 医 療 5億5733万7千円 －1189万9千円 5億5452万8千円 －1233万円
介 護 保 険 65億2990万1千円 －3456万円 62億5680万8千円 －1億5930万円
農 業 集 落 排 水 2億3991万8千円 －24万4千円 2億3825万9千円 ＋370万6千円
公 共 下 水 道 9249万5千円 －751万9千円 8590万7千円 －779万9千円
浄 化 槽 施 設 4925万3千円 ＋100万4千円 4760万9千円 ＋87万6千円
簡 易 水 道 3億1982万9千円 －1367万8千円 2億9807万9千円 －1512万円
太 陽 光 発 電 事 業 2億523万2千円 －5億6786万2千円 1億8639万5千円 －5億206万6千円

計 134億170万円 －6億2585万4千円 129億5415万2千円 －6億4937万8千円
合　計 416億930万3千円 ＋2億2673万2千円 395億7168万7千円 ＋1億1765万8千円

会計名 歳入 歳入前年度比 歳出 歳出前年度比

企
業
会
計

上 水 道
収 益 的 収 支 2億6912万1千円 ＋1711万9千円 2億38万3千円 ＋1322万9千円
資 本 的 収 支 14億4050万1千円 ＋8億8395万7千円 16億2173万6千円 ＋9億5022万6千円

病院事業
収 益 的 収 支 34億3302万2千円 ＋3億4409万7千円 36億2248万6千円 ＋4億1848万2千円
資 本 的 収 支 1億7356万3千円 －2億2676万5千円 2億7103万7千円 －2億4829万6千円

※表示単位未満四捨五入の関係で積み上げと合計が一致しない箇所があります。

平成26年度 決算

監
査
委
員
の
意
見

普
通
交
付
税
の
段
階
的
縮
減
が
始
ま
っ
た

平
成
26
年
度
の
一
般
会
計

及
び
８
特
別
会
計
の
決
算
に

つ
い
て
は
、い
ず
れ
も
黒
字

決
算
で
あ
っ
た
。

財
政
状
況
を
客
観
的
に
表

す
健
全
化
判
断
比
率
の
各
比

率
す
べ
て
に
お
い
て
、国
の

示
す
早
期
健
全
化
基
準
以
下

で
あ
り
、良
好
と
い
え
る
。経

常
収
支
比
率（
85
・
６
％
）も

前
年
度
よ
り
好
転
し
て
お
り
、

財
政
は
健
全
化
の
方
向
に
あ

る
と
認
め
ら
れ
た
。

基
金
に
つ
い
て
は
、28
基

金
で
、前
年
度
よ
り
19
億
６

７
２
３
万
円
増
加
し
、１
８

８
億
６
４
１
９
万
円
と
な
っ

て
い
る
。

一
方
、地
方
債
に
つ
い
て

は
、前
年
度
よ
り
４
億
82
万

４
千
円
増
加
し
、３
５
７
億

５
６
５
万
５
千
円
と
な
っ
て

い
る
。

市
税
な
ど
自
主
財
源
比
率

は
21
・
１
％
（
前
年
度
23
・

１
％
）と
依
然
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。さ
ら
に
平
成
27
年

度
か
ら
普
通
交
付
税
の
段
階

的
縮
減
が
始
ま
っ
た
。

こ
の
よ
う
な
財
政
状
況
の

中
で
各
会
計
に
お
け
る
税
や

保
険
料
、使
用
料
等
で
は
多

く
の
未
収
金
が
生
じ
て
い
る
。

負
担
の
公
平
性
、財
政
の
健

全
性
を
維
持
す
る
た
め
に
今

後
と
も
収
納
率
向
上
の
取
り

組
み
が
必
要
で
あ
る
。

地
方
公
営
企
業
会
計
に
つ

い
て
は
、上
水
道
事
業
は
当

年
度
純
利
益
を
計
上
し
て
い

る
も
の
の
、病
院
事
業
は
会

計
基
準
の
見
直
し
の
影
響
な

ど
で
１
億
８
９
４
６
万
４
千

円
の
当
期
純
損
失
が
あ
り
、

経
営
改
善
の
取
り
組
み
を
期

待
す
る
。

今
後
も
行
財
政
改
革
に
取

り
組
み
、将
来
の
市
財
政
の

健
全
性
を
確
保
し
、住
民
福

祉
向
上
の
た
め
に
各
種
施
策

に
取
り
組
む
こ
と
を
希
望
す

る
。

益永孝則代表監査委員

認
定

一般会計歳出決算は前年度に比べ7億6703万円増額
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合計 合計266億1753万円 282億760万円

９
月
24
日
、
各
特
別
会

計
の
決
算
審
査
を
行
い
ま

し
た
の
で
、
質
疑
の
一
部

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

介
護
保
険
特
別
会
計

適
正
な
保
険
給
付
を

 

質
疑 

保
険
給
付
費
が
当
初
予

算
よ
り
少
な
く
な
っ
た
要

因
は
。

 

答
弁 

主
な
要
因
は
、
要
介
護

認
定
率
の
低
下
、
認
定
調

査
の
直
営
の
継
続
で
認
定

の
一
律
化
、
公
平
化
が
保

た
れ
て
い
る
こ
と
、
介
護

予
防
の
取
り
組
み
が
市
民

に
浸
透
し
て
き
て
い
る
こ

と
な
ど
で
す
。

浄
化
槽
施
設
特
別
会
計

知
恵
を
絞
り
維
持
費
減
を

 

質
疑 

浄
化
槽
の
維
持
費
が
上

が
っ
て
い
る
が
、
解
消
方

法
は
。

 

答
弁 

対
価
の
費
用
と
い
う
こ

と
で
使
用
料
は
設
定
し
て

い
ま
す
。

病
院
事
業
特
別
会
計

将
来
を
見
据
え
経
営
を

 

質
疑 

公
立
病
院
で
は
経
営
改

善
が
難
し
い
な
ら
、
独
立

行
政
法
人
な
ど
の
方
法
も

あ
る
が
、将
来
の
考
え
は
。

 

答
弁 

独
立
行
政
法
人
化
す
る

に
は
、
そ
れ
し
か
道
が
な

い
と
判
断
し
た
と
き
に
は

そ
れ
も
考
え
ま
す
が
、
現

時
点
で
は
今
の
病
院
の
仕

組
み
を
少
し
ず
つ
変
化
さ

せ
な
が
ら
、
診
療
内
容
を

変
え
て
、
効
率
よ
く
収
益

が
上
が
る
方
法
を
継
続
さ

せ
て
経
営
を
安
定
さ
せ
た

い
と
考
え
ま
す
。

基金（貯金）
一般会計・特別会計

基金名 25年度末現在高 26年度末現在高

一
般
会
計

財政調整基金 55億7828万2千円 61億6950万7千円

減 債 基 金 17億9449万9千円 17億9634万円

その他特定目的基金 81億4549万1千円 96億1989万2千円

その他定額運用基金 7億2083万円 7億2083万円

特
別
会
計

国民健康保険基金 6976万6千円 2479万4千円

高額療養費貸付基金 500万円 500万円

出産資金貸付基金 300万円 300万円

介護給付費準備基金 4億3131万9千円 4億948万5千円

農業集落排水事業基金 5005万6千円 1572万6千円

公共下水道事業基金 418万7千円 418万8千円

浄化槽整備推進事業基金 240万9千円 326万7千円

簡易水道事業基金 9212万1千円 9216万1千円

合　計 168億9696万円 188億6419万円

地方債（借金）
一般会計・特別会計

会　計　名 25年度末現在高 26年度末現在高

一 般 会 計 277億9546万6千円 271億6315万5千円

特
別
会
計

介 護 保 険 4333万3千円 0円

農業集落排水 12億1054万3千円 11億3860万2千円

公 共 下 水 道 4億5946万5千円 4億1489万6千円

浄 化 槽 施 設 6777万3千円 6043万2千円

簡 易 水 道 13億6191万9千円 12億5287万円

上 水 道 12億8283万7千円 26億7957万4千円

病 院 事 業 30億8349万5千円 29億9612万6千円

合　計 353億483万1千円 357億565万5千円

《一般会計決算の内訳》
歳　出 歳　入

市税
30億8395万円

10.9%
人件費

53億3500万円
20.0%

扶助費
40億7371万円

15.3%

公債費
39億152万円

14.7%物件費
26億1142万円

9.8%

補助費等
17億443万円

6.4%

繰出金
24億5650万円

9.2％

普通建設事業費
44億6276万円

16.8%

災害復旧事業費
2億3578万円

0.9％ 市債
29億7020万円

10.5%

国・県支出金
53億948万円

18.8%

地方交付税
131億2017万円

46.5%

依存財源
78.9%

自主財源
21.1%

投資的経費
17.7%

その他の経費
32.3%

義務的経費
50.0%

繰越金
9億1892万円

3.3%
①

①

②

①その他自主財源
　19億5311万円（6.9%）

【内訳】
◆分担金及び負担金
　4億6693万円（1.7%）
◆使用料及び手数料
　4億9605万円（1.8%）
◆財産収入
　4億2942万円（1.5%）
◆寄附金
　1293万円（0.0%）
◆繰入金
　2億8064万円（1.0%）
◆諸収入
　2億6715万円（0.9%）

②その他依存財源
　8億5177万円（3.0%）

【内訳】
◆地方譲与税
　3億3523万円（1.2%）
◆地方交付金
　5億1655万円（1.8%）

①その他の経費
　18億3643万円（6.9％）

【内訳】
◆維持補修費
　1億2024万円（0.5%）
◆積立金
　15億8432万円（6.0%）
◆投資・出資金・貸付金
　1億3186万円（0.5%）

特
別
会
計
の
主
な
質
疑

９月定例会（決算認定）
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２
款
総
務
費

積
極
的
に
活
用
を

 

質
疑 

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
の
ヘ
プ
タ
ゴ
ン
、
な

ば
っ
ピ
ー
の
製
作
費
用
と

活
用
状
況
は
。

 

答
弁 

製
作
費
用
は
ヘ
プ
タ
ゴ

ン
が
59
万
４
千
円
、
な

ば
っ
ピ
ー
が
54
万
円
で
す
。

ヘ
プ
タ
ゴ
ン
、
な
ば
っ

ピ
ー
は
市
内
外
の
イ
ベ
ン

ト
に
積
極
的
に
参
加
し
、

豊
後
大
野
市
を
Ｐ
Ｒ
し
活

用
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

活
用
状
況
は
29
回
の
貸
し

出
し
、
県
の
ゆ
る
き
ゃ
ら

イ
ベ
ン
ト
の
参
加
な
ど
し

て
い
ま
す
。

９
款
消
防
費

消
防
団
員
の
な
り
手
を

質
疑 

消
防
団
員
の
定
数
と
現

団
員
数
及
び
費
用
弁
償
の

目
的
は
。

 

答
弁 

定
数
は
１
３
２
１
人
で

実
団
員
数
は
１
２
５
９
人

で
す
。
訓
練
等
の
費
用
弁

償
は
訓
練
を
６
回
、
災
害

等
の
緊
急
出
動
が
48
回
あ

り
ま
し
た
。
ま
た
、
昨
年

度
は
操
法
大
会
が
あ
り
ま

し
た
の
で
各
方
面
団
、
方

面
隊
で
独
自
の
訓
練
を

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
そ

れ
に
１
人
１
回
２
千
円
を

支
出
し
て
い
ま
す
。

利
用
者
数
増
の
努
力
を

 

質
疑 

エ
イ
ト
ピ
ア
の
年
間
利

用
者
数
が
平
成
25
年
度
に

比
較
し
て
減
少
し
て
い
る

が
原
因
は
。

 

答
弁 

平
成
26
年
度
の
利
用
者

数
の
数
え
方
が
こ
れ
ま
で

は
、
そ
の
他
施
設
（
駐
車

場
、
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
）
の

関
係
な
ど
を
カ
ウ
ン
ト
し

３
款
民
生
費

保
育
料
の
徴
収
に
本
腰
入

れ
て
取
り
組
み
を

質
疑 

保
育
料
の
徴
収
方
法
は
。

 

答
弁 

収
納
は
原
課
に
よ
る
電

話
で
の
督
促
、
滞
納
整

理
行
動
の
他
、
各
保
育

所
、
幼
稚
園
を
運
営
し
て

い
る
法
人
と
収
納
の
委
託

契
約
を
結
び
、
収
納
促
進

を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
手
当
か
ら
の
振
替
を

本
人
の
了
解
を
も
ら
っ
て

収
納
に
結
び
つ
け
て
い
ま

す
。

子
育
て
環
境
の
整
備
を

質
疑 

３
歳
未
満
児
の
利
用
受

け
入
れ
の
課
題
と
対
応
は
。

 

答
弁 

課
題
と
し
て
、
３
歳
未

満
児
の
待
機
児
童
が
発
生

し
て
い
ま
す
。
３
歳
未
満

児
の
受
け
入
れ
は
保
育
士

が
数
多
く
必
要
で
す
。
保

育
士
の
数
を
増
や
し
て
い

く
方
向
で
、
待
機
児
童
の

解
消
に
つ
な
げ
て
い
き
た

い
と
の
こ
と
か
ら
保
育
所

と
協
議
し
て
い
ま
す
。

て
い
ま
し
た
が
、
昨
年
度

の
ケ
イ
ミ
ッ
ク
ス
の
報
告

で
は
、
こ
の
分
が
抜
け
て

い
た
の
が
減
少
の
一
因
に

な
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
か

ら
、
一
番
大
き
い
原
因
と

し
て
大
ホ
ー
ル
の
使
用
人

数
が
６
０
９
４
人
減
少
し

て
い
る
の
が
大
き
い
と
こ

ろ
で
す
。

10
款
教
育
費

給
食
費
収
納
の
努
力
を

質
疑 

給
食
費
の
収
納
状
況
、

学
校
と
の
連
携
、
収
納
率

向
上
の
た
め
の
今
後
の
取

り
組
み
は
。

 

答
弁 

給
食
費
は
児
童
手
当
の

充
当
も
あ
り
、
例
年
99
％

く
ら
い
の
収
納
が
で
き
て

い
ま
す
。
残
り
１
％
の
方

は
税
務
課
と
一
緒
に
滞
納

整
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

学
校
と
の
連
携
は
、
校
長

会
で
滞
納
対
策
の
協
力
を

毎
年
要
請
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
取
り
組
み
は
、

期
限
内
に
給
食
費
を
納
め

て
い
た
だ
け
な
い
方
は
督

促
状
や
催
告
書
の
送
付
、

ま
た
職
員
が
個
別
訪
問
し

て
納
付
の
お
願
い
な
ど
を

し
て
い
ま
す
。

９
月
25
日
、
決
算
特
別
委
員
会
で
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算
認
定
に
つ
い
て
審

査
し
ま
し
た
の
で
、
質
疑
の
一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

ヘプタゴン（左）となばっピー（右）

決算特別委員会

決
算
特
別
委
員
会　

一
般
会
計
の
主
な
質
疑
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あなたの意見や要望

請願・陳情

●
戦
争
に
つ
な
が
る
安
全
保
障

関
連
２
法
案
（
国
際
平
和
支

援
法
案
、
平
和
安
全
法
制
整

備
法
案
）
の
慎
重
審
議
を
求

め
る
請
願

本
請
願
は
豊
後
大
野
九
条
の

会
（
紹
介
議
員
宮
成
昭
義
、
神

志
那
文
寛
、
工
藤
友
生
）
か
ら

請
願
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

国
会
及
び
政
府
に
安
保
関
連

法
案
を
徹
底
審
議
し
今
国
会
で

の
可
決
は
し
な
い
こ
と
、
60
日

ル
ー
ル
を
使
わ
ず
継
続
審
議
ま

た
は
廃
案
に
す
る
こ
と
な
ど
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
請
願

す
る
も
の
で
す
。

本
請
願
は
委
員
会
付
託
を
省

略
し
、
９
月
11
日
の
本
会
議
に

お
い
て
請
願
の
趣
旨
説
明
、
質

疑
、
討
論
、
表
決
を
行
い
ま
し
た
。

▲

【
９
月
11
日
に
表
決
】

　
　

賛
成
少
数
で

●
請
願

本
請
願
は
大
分
県
地
方
自
治

研
究
セ
ン
タ
ー
（
紹
介
議
員
宮

成
昭
義
）
か
ら
請
願
が
提
出
さ

れ
ま
し
た
。

【
請
願
趣
旨
（
一
部
）】

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
を
請
願

す
る
も
の
で
す
。▲

【
９
月
30
日
に
表
決
】

　
　

全
会
一
致
で▲

議
員
発
議
で
本
請
願
の
意
見

書
（
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化

を
求
め
る
意
見
書
）
を
提
出
し
、

全
会
一
致
で
可
決
、
国
の
関
係

機
関
へ
意
見
書
を
送
付
し
ま
し

た
。

不
採
択

採
択

政治倫理審査会の調査結果のお知らせ
豊後大野市政治倫理条例第７条第５項及び豊後大野市政治倫理施行規則第９条第１項の規定に

より概要を掲載します。

審査対象人小野勇治氏が、市有地の一般競争入札において陳情者の代理人となり、陳情者から
入札への代理参加及び落札の謝礼として、現金を受け取ったことが、政治倫理条例第２条、同第
４条及び豊後大野市議会基本条例第 24 条に違反するとの疑いで、調査請求があったため、平成
27 年６月 26 日に豊後大野市政治倫理審査会に当該調査を求めたものである。　

平成 27 年８月 28 日に豊後大野市政治倫理審査会より、審査対象者は、平成 26 年４月 23 日の
市有地の一般競争入札において、陳情者の代理人となり、陳情者から入札への代理参加及び落札
の謝礼として、平成 27 年２月 24 日に現金を収受した。

同行為は条例第４条第１項第１号及び同条項第２号に違反し、豊後大野市議会基本条例第 24
条に違反する。

との報告書を受け取りました。

（請願・陳情、政治倫理審査会の調査結果）９月定例会
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各議員の議案に対する賛否の状況　（平成27年　第3回定例会）

※○＝賛成　×＝反対　退＝退席　欠＝欠席　除＝除斥　　小野順一議員は議長職のために表決権はありません。

会　　派　　名
議
決
結
果

議
決
年
月
日

清風クラブ 緑政会 市民クラブ 政友会 三岳会

議員名

件　名

佐
藤　

徳
宣

渡
辺　

一
文

生
野　

照
雄

宮
成　

寿
男

髙
山　

豊
吉

小
野　

泰
秀

小
野　

勇
治

首
藤　

正
光

内
田　

俊
和

川
野　

優
治

衞
藤　

竜
哉

宮
成　

昭
義

恵
藤
千
代
子

朝
倉　

秀
康

工
藤　

友
生

長
野　

健
児

沓
掛　

義
範

赤
峰　

映
洋

衞
藤　

正
宏

佐
藤　

辰
己

神
志
那
文
寛

工事請負契約の締結 可決 9月１日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
人権擁護委員候補者の推薦（諮問第1号） 適任 9月１日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
人権擁護委員候補者の推薦（諮問第2号） 適任 9月１日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
人権擁護委員候補者の推薦（諮問第3号） 適任 9月１日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
小野勇治議員に対する議員辞職勧告決議 可決 9月11日 欠欠 ○ × 欠○ 除× ×× ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
戦争につながる安全保障関連2法案（国際平
和支援法案、平和安全法制整備法案）の慎重
審議を求める意見書提出を求める請願

不採択 9月11日 ×× × × ×退 ×× ×× ×○ ○ ×○ ×× ○○× ○

平成26年度一般会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
平成26年度国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
平成26年度後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
平成26年度介護保険特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
平成26年度農業集落排水特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度公共下水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度浄化槽施設特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度簡易水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度太陽光発電事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度上水道特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度病院事業特別会計歳入歳出決算認定 認定 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
職員の再任用に関する条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
個人情報保護条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
支所設置条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
手数料条例の一部改正 可決 9月30日 ○× ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
保健センター条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
不妊治療費助成に関する条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
児童館条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
市営住宅条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
奨学金･入学準備金貸付基金条例の一部改正 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
財産の無償譲渡（旧米山中学校木工室棟） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
財産の無償譲渡（旧豊後大野市犬飼農林水産物直販所） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
市道路線の廃止 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
市道路線の認定 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度上水道特別会計未処分利益剰余金の処分 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成26年度病院事業特別会計資本剰余金の処分及び資本金の減少 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度一般会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ×
平成27年度国民健康保険特別会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度介護保険特別会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度農業集落排水特別会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度公共下水道特別会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度浄化槽施設特別会計補正予算（第2号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度簡易水道特別会計補正予算（第1号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度太陽光発電事業特別会計補正予算（第1号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
平成27年度病院事業特別会計補正予算（第1号） 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
損害賠償の額を定めることについて 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
請願書（地方財政の充実・強化を求めた国への意見書提出に関する請願） 採択 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
豊後大野市政治倫理条例の一部改正 可決 9月30日 ○× ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
地方財政の充実・強化を求める意見書 可決 9月30日 ○○ ○ ○ ○○ ○○ ○○ ○○ ○ ○○ ○○ ○○○ ○
※賛否一覧は議会ホームページや議会事務局にてご覧いただけます。

９月定例会（賛否一覧）
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一 般 質 問

９月７日から９日の３日間にわたり行われた一般質問には 10 名の議員が登壇し、コミュニティ

バスや雨水排水対策、農業振興など 23 項目にわたり、執行部と活発な論戦を展開しました。

議会だよりでは、紙面の都合上、質問と答弁を要約して掲載しておりますので、臨場感ある本会議

場での傍聴をお待ちしております。

なお、車いす用のスペースも設けていますので、車いすをご使用の方もお気軽にお越しください。

朝倉秀康（14ページ）
・コミュニティバスの進捗は
・どうする市道の草刈り

衞藤竜哉（15ページ）
・大分市との都市広域圏構想の取り組みは
・住民が不安な「特定空き家」への対策は

恵藤千代子（16ページ）
・18歳に選挙権
・創立10周年の三重総合高校への支援は
・三世代同居、近居の促進を

衞藤正宏（17ページ）
・快適な生活環境を次世代へ
　
宮成昭義（18ページ）
・特色ある町づくり構想
・公共施設の整備・処理は
・過疎計画の事業達成状況は

神志那文寛（19ページ）
・下赤嶺地区の雨水排水改善を
・ＦＭラジオ受信の改善を

小野勇治（20ページ）
・59歳管理職の退職勧奨は廃止すべきでは
　　　
内田俊和（21ぺージ）
・市長からの要求に基づく監査結果について
・豊後大野市の農業振興をどのような目標を
　お持ちですか
　
長野健児（22ページ）
・電気柵の安全性について
・本市農業の今後について
・豊後大野市職員人事について

首藤正光（23ページ）
・合併10年を振り返って
・定住促進について
・市営住宅管理センターについて

※　一般質問＝議員個人が市の行財政全般にわたり、市長をはじめとする執行機関に対して行う質問。一般質問は各定例会で行われ、本
市議会の場合、質問時間は答弁も含め１人 60分以内の一問一答方式で行っている。

10名の議員が市政を問う
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昨
年
本
事
業
で
、
持
続

可
能
な
公
共
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
実
現
し
た
と
い
う
こ

と
で
国
土
交
通
大
臣
か
ら

表
彰
さ
れ
ま
し
た
が
、
そ

の
後
の
進
捗
状
況
を
伺
う
。

①
ど
の
よ
う
に
見
直
し
た

の
か
。

②
制
度
の
利
用
Ｐ
Ｒ
は
。

③
路
線
外
地
域
の
今
後
の

展
望
は
。

市
長

①
４
月
か
ら
三
重
町
川

辺
区
内
、
緒
方
町
天
神
区

内
へ
の
乗
り
入
れ
、
10
月

か
ら
朝
地
町
で
ス
ク
ー
ル

バ
ス
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
の
混
乗
方
式
に
切
り
か

え
、
路
線
を
現
在
の
５
路

線
か
ら
10
路
線
に
増
や
し

ま
す
。
ま
た
、
道
幅
の
狭

い
地
域
の
乗
り
入
れ
等
で

14
人
乗
り
の
ワ
ゴ
ン
タ
イ

プ
を
２
台
追
加
運
行
す
る

予
定
で
す
。

②
利
用
者
が
少
な
い
路

線
や
バ
ス
停
は
見
直
し
や

廃
止
を
検
討
し
ま
す
の
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
積
極

的
に
利
用
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
新
規
乗
り
入
れ
な
ど

は
自
治
委
員
を
通
じ
要
望

書
の
提
出
が
あ
れ
ば
、
協

議
等
行
っ
て
い
ま
す
。

本
年
10
月
の
見
直
し
で

は
要
望
を
も
と
に
、
菅
尾

線
な
ど
３
路
線
で
新
規
乗

り
入
れ
を
行
う
予
定
で
す
。

　
朝
地
町
の
ス
ク
ー
ル
バ

ス
は
学
校
ま
で
乗
り
入
れ

て
い
る
が
、
信
号
機
の
バ

ス
停
で
全
員
降
ろ
し
登
り

坂
５
０
０
メ
ー
ト
ル
を
歩

い
て
登
校
さ
せ
ら
れ
な
い

か
。
12
年
間
歩
く
と
成
長

期
の
体
力
の
向
上
と
道
々

友
と
話
す
こ
と
に
よ
り
、

い
ろ
ん
な
絆
が
生
ま
れ
る

と
思
う
が
。

教
育
長

再
度
検
討
し
て
、
で
き

れ
ば
そ
う
い
う
方
向
で
考

え
て
い
ま
す
。

　
過
疎
高
齢
地
域
で
は
、

懸
命
に
市
道
の
草
刈
り
に

頑
張
っ
て
い
る
が
、
気
力

体
力
の
衰
え
で
不
安
な

日
々
を
送
っ
て
い
る
限
界

集
落
へ
の
市
の
対
応
は
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

現
在
２
０
６
の
自
治
会

の
う
ち
、
86
が
小
規
模
集

落
で
集
落
の
共
同
作
業
が

困
難
に
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
小
規
模
集
落
応
援

隊
事
業
に
取
り
組
み
、
さ

ま
ざ
ま
な
活
動
団
体
を
派

遣
し
、
集
落
の
方
と
共
同

し
て
道
路
の
草
刈
り
な
ど

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
今
後
は
小
規
模
集
落

の
対
策
を
総
合
戦
略
に
盛

り
込
み
、
地
域
活
性
化
に

向
け
取
り
組
み
ま
す
。

応援隊による草刈り（朝地町）

一 般 質 問

朝
あさ

倉
くら

秀
ひで

康
やす

市民クラブ

コミュニティバスの進捗は

～ 国土交通大臣から表彰 ～

どうする市道の草刈り

～ 小規模集落応援隊を派遣 ～

質

質

質

答

答

答
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国
は
新
た
な
広
域
連
携

「
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想
」

を
推
進
し
て
い
る
。
拠
点

都
市
の
一
つ
に
大
分
市
が

選
定
さ
れ
、
大
分
市
と
別

府
市
、
臼
杵
市
、
津
久
見

市
、
豊
後
大
野
市
、
由
布

市
、
日
出
町
、
竹
田
市
の

７
市
町
と
連
携
都
市
圏
の

新
た
な
行
政
の
枠
組
み
を

構
築
し
取
り
組
む
と
聞
い

た
。豊

後
大
野
市
に
と
っ
て

も
大
き
な
期
待
の
で
き
る

構
想
で
、
こ
れ
か
ら
の
協

議
の
推
移
を
見
守
り
た
い
。

現
時
点
で
の
構
想
、
思

い
を
伺
う
。

国
が
、
空
き
家
等
対
策

の
推
進
に
関
す
る
特
別
措

置
法
を
公
布
し
た
。
そ
れ

に
よ
り
各
自
治
体
は
、
特

定
空
き
家
等
に
対
す
る
措

置
に
関
す
る
適
切
な
実
施

に
向
け
、
ど
の
よ
う
な
対

応
策
を
講
じ
る
検
討
が
必

要
か
。

市
長

協
約
は
、
地
域
の
実
情

に
応
じ
た
圏
域
全
体
の
経

済
を
牽
引
し
、
住
民
の
暮

ら
し
を
支
え
る
観
点
か
ら
、

中
枢
都
市
と
連
携
先
の
市

町
が
そ
れ
ぞ
れ
役
割
分
担

を
し
な
が
ら
三
つ
の
連
携

項
目
に
つ
い
て
、
想
定
さ

れ
る
分
野
や
施
策
に
関
す

る
協
議
を
行
い
ま
す
。

本
市
で
は
特
に
、
回
遊

型
観
光
と
ツ
ー
リ
ズ
ム
の

広
域
連
携
、
災
害
対
応
へ

の
広
域
連
携
、
救
急
医
療

体
制
、
消
防
の
広
域
化
、

公
共
交
通
の
確
保
、
既
存

す
る
公
共
施
設
の
広
域
利

用
、
ご
み
処
理
の
広
域
化

に
つ
い
て
連
携
協
議
を
行

い
た
い
と
考
え
ま
す
。

建
設
課
長

効
率
的
に
調
査
・
把
握

す
る
た
め
の
デ
ー
タ
を
抽

出
す
る
業
務
を
委
託
し
、

市
内
全
域
の
空
き
家
等
と

思
わ
れ
る
建
築
物
の
分
布

状
況
や
件
数
を
抽
出
し
、

抽
出
し
た
情
報
を
も
と
に

現
地
確
認
を
行
い
、
特
定

空
き
家
等
の
事
態
把
握
に

努
め
ま
す
。

本
市
は
豊
後
大
野
市
空

き
家
等
の
適
正
管
理
に
関

す
る
条
例
を
平
成
26
年
か

ら
施
行
し
て
い
ま
す
。
市

の
実
態
調
査
に
よ
り
空
き

家
等
の
所
有
者
等
を
調
査

し
、
適
正
な
管
理
を
行
う

た
め
の
必
要
な
措
置
に
つ

い
て
、
助
言
ま
た
は
指
導
、

さ
ら
に
勧
告
、
命
令
を
行

い
、
従
わ
な
い
者
に
は
住

所
及
び
氏
名
を
公
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
と
す
る
も

の
で
す
。

大分都市広域圏推進会議

～ 10 名の議員が市政を問う～

大分市との都市広域圏構想の
取り組みは

～ 大分市と連携市町との１対１の
連携協約を締結することになります ～

住民が不安な
「特定空き家」への対策は

～ 分布状況や件数を抽出し
事態把握に努めます ～

質

質

答

答

衞
え

藤
とう

竜
たつ

哉
や

市民クラブ
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来
年
夏
の
参
院
選
か
ら

18
歳
選
挙
権
が
実
現
さ
れ

る
。
投
票
率
向
上
策
は
。

総
務
課
長

大
分
県
選
挙
管
理
委
員

会
と
連
携
し
、
三
重
総
合

高
校
で
の
模
擬
投
票
や
出

前
授
業
の
実
施
を
要
請
す

る
な
ど
、
投
票
率
向
上
に

向
け
、
国
・
県
と
連
携
を

密
に
し
た
取
り
組
み
を
進

め
ま
す
。

新
た
に
有
権
者
に
な
る

方
に
選
挙
権
資
格
取
得
通

知
書
（
仮
称
）
を
送
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

本
市
唯
一
の
高
校
の
支

援
は
。市

長

本
年
５
月
、
地
域
に
根

ざ
し
た
特
色
あ
る
学
校
づ

く
り
を
支
援
す
る
た
め
に

各
団
体
の
代
表
者
で
構
成

す
る
三
重
総
合
高
校
の
明

日
を
拓
く
会
が
設
立
さ
れ

ま
し
た
。
本
年
度
は
、
生

徒
の
学
力
向
上
に
向
け
た

取
り
組
み
と
し
て
勉
強
合

宿
、
外
部
講
師
招し

ょ
う

聘へ
い

事
業

な
ど
に
対
す
る
支
援
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

県
へ
の
要
請
活
動
で
は

定
員
確
保
の
要
請
と
併
せ

て
、
県
教
委
に
明
日
を
拓

く
会
の
設
立
趣
旨
、
現
在

考
え
て
い
る
支
援
策
を
説

明
し
、
今
後
、
相
互
に
連

携
し
て
支
援
で
き
る
体
制

を
整
え
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
現
在
考
え
て
い
る
支
援

策
と
は
。市

長

本
市
が
持
つ
地
域
資
源
、

例
え
ば
馬
術
部
が
あ
る
の

は
県
内
で
三
重
総
合
高
校

の
み
で
す
。ま
た
、カ
ヌ
ー

の
会
場
を
持
っ
て
い
る
な

ど
、
こ
こ
を
生
か
し
た
特

色
あ
る
学
校
づ
く
り
が
で

き
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

本
市
で
育
っ
た
人
に

地
元
に
残
っ
て
ほ
し
い
。

帰
っ
て
き
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
る
。
三
世
代
同

居
、
近
居
の
促
進
を
。

ま
ち
づ
く
り
推
進
課
長

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、

同
居
、
近
居
を
す
る
こ
と

で
子
育
て
や
高
齢
者
の
見

守
り
な
ど
の
支
え
合
い
が

で
き
る
こ
と
か
ら
、
Ｕ

タ
ー
ン
者
の
同
居
、
近
居

の
促
進
を
支
援
す
る
た
め

の
新
た
な
補
助
制
度
創
設

を
、
市
内
在
住
者
の
皆
さ

ん
と
の
整
合
性
を
考
慮
し

た
上
で
検
討
し
て
い
き
た

い
と
考
え
ま
す
。

勉強合宿

一 般 質 問

恵
え

藤
とう

千
ち

代
よ

子
こ

市民クラブ

18歳に選挙権

～ 投票率向上に取り組む ～

三世代同居、近居の促進を

～ 新たな補助制度の創設を検討 ～

創立10周年の
三重総合高校への支援は

～ 三重総合高校の明日を拓く会設置 ～

答

答

答

答

質

質

質

質
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三
重
原
の
悪
臭
問
題
は

本
市
の
重
要
課
題
で
あ
る
。

市
、
議
会
と
し
て
も
避

け
て
通
れ
な
い
解
決
に
向

け
た
現
状
と
今
後
の
対
策

に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

現
在
行
っ
て
い
る
対
策

は
養
豚
場
で
は
、
消
臭
効

果
の
あ
る
ゼ
ム
酵
素
や
マ

イ
エ
ン
ザ
を
豚
舎
内
へ
散

布
し
、
毎
日
の
こ
ま
め
な

清
掃
や
徹
底
し
た
場
内
洗

浄
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
新
た
に
急
速
堆

肥
化
装
置
か
ら
排
出
さ

れ
る
臭
気
対
策
と
し
て
、

ロ
ッ
ク
ウ
ー
ル
と
微
生
物

を
利
用
し
た
ロ
ッ
ク
ウ
ー

ル
脱
臭
装
置
の
実
証
試
験

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

最
終
的
に
は
ア
ン
モ
ニ

ア
濃
度
を
現
在
の
平
均

２
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
か
ら
平
均

10
ｐ
ｐ
ｍ
以
下
ま
で
軽
減

で
き
る
計
画
で
対
策
を

行
っ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
今
で
き

る
対
策
を
一
つ
一
つ
実
践

し
、
地
元
住
民
、
事
業
者

と
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

問
題
の
改
善
、
解
決
に
向

け
て
、
あ
ら
ゆ
る
方
策
を

真
摯
に
実
施
、
検
証
し
、

地
域
住
民
の
快
適
な
生
活

環
境
づ
く
り
の
た
め
、
引

き
続
き
最
善
を
尽
く
し
て

い
き
ま
す
。

豊
後
大
野
市
を
流
れ
る

大
野
川
水
系
の
河
川
整
備
、

水
質
保
全
、
生
態
系
を
ど

う
守
っ
て
い
く
の
か
伺
う
。

市
長

水
質
保
全
は
、
大
野
川

水
系
で
の
水
質
測
定
を
県

な
ど
が
実
施
し
て
お
り
、

ほ
と
ん
ど
の
地
点
で
環
境

基
準
を
満
た
し
て
い
ま
す
。

地
域
の
河
川
環
境
や
生

態
系
な
ど
を
保
全
す
る
た

め
に
、
清
掃
活
動
、
川
辺

に
花
い
っ
ぱ
い
運
動
、
不

法
投
棄
防
止
、
廃
食
油
の

適
正
処
理
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
が
地
域
で
実
施

さ
れ
て
い
ま
す
。
各
地
域

で
の
活
動
を
通
し
て
、
河

川
の
豊
か
な
水
環
境
な
ど

が
守
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
と
し
て
は
、
今
後
と

も
各
団
体
や
県
な
ど
と
の

連
携
を
十
分
図
り
な
が
ら
、

河
川
の
環
境
保
全
や
水
質

保
全
な
ど
に
努
め
て
ま
い

り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

三重川（市役所付近）

～ 10 名の議員が市政を問う～

答

答

質

質

衞
え

藤
とう

正
まさ

宏
ひろ

三岳会

快
適
な
生
活
環
境
を
次
世
代
へ

～ 

あ
ら
ゆ
る
方
策
を
実
施
、
検
証
し
、
最
善
尽
く
す 

～
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合
併
10
年
、
豊
後
大
野

市
を
語
る
こ
と
が
で
き
て

も
我
が
町
を
語
る
こ
と
は

で
き
な
い
今
、
各
町
を
語

れ
る
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定
す

べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長

10
年
後
に
実
現
し
た
い

地
域
社
会
の
イ
メ
ー
ジ
を

「
や
す
ら
ぎ
を
実
感
す
る

人
と
自
然
に
や
さ
し
い
ま

ち
」、「
充
実
を
体
感
す
る

た
く
ま
し
い
ま
ち
」、「
き

ず
な
を
共
感
す
る
と
も
に

築
く
ま
ち
」
と
想
定
し
、

ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。

各
町
に
構
想
や
地
域
ビ

ジ
ョ
ン
を
策
定
す
る
こ
と

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

ま
せ
ん
が
、
各
町
の
ま
ち

づ
く
り
協
議
会
で
は
、
ま

ち
の
特
徴
を
い
か
し
た
地

域
づ
く
り
を
検
討
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
は
内
容
等

を
精
査
し
、
地
域
活
性
化

に
向
け
た
戦
略
的
施
策
と

し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

旧
中
央
公
民
館
、
旧
清

川
中
学
校
及
び
大
野
支
所

の
取
り
扱
い
は
。

財
政
課
長

旧
清
川
中
学
校
校
舎
等

の
解
体
工
事
は
本
年
10
月

頃
か
ら
開
始
、
旧
中
央
公

民
館
と
大
野
支
所
は
早
期

に
解
体
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
跡
地
利
用
は
今

後
検
討
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
屋
外
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

改
修
状
況
は
。

社
会
教
育
課
長

三
重
総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド

陸
上
競
技
場
内
の
老
朽
化

し
た
鉄
棒
器
具
は
検
討
し

た
結
果
、
撤
去
す
る
こ
と

と
し
ま
し
た
。
千
歳
総
合

運
動
公
園
野
球
場
の
ス
コ

ア
ボ
ー
ド
は
、
現
時
点
で

の
改
修
は
困
難
で
す
が
、

人
気
の
あ
る
施
設
の
た
め
、

今
後
関
係
課
と
協
議
を
重

ね
検
討
し
ま
す
。

第
２
次
過
疎
計
画
の
達

成
状
況
及
び
第
３
次
過
疎

計
画
の
現
状
の
検
討
状
況

は
。

地
域
創
生
課
長

事
業
達
成
状
況
は
本
年

度
ま
で
に
実
施
さ
れ
て
い

る
事
業
で
、
本
市
が
事
業

主
体
と
な
っ
て
い
る
も
の

79
事
業
の
う
ち
66
事
業
が

実
施
、達
成
率
は
83
・
５
％

で
す
。

第
３
次
過
疎
計
画
は
、

事
業
調
査
、
協
議
を
行
い

計
画
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

一 般 質 問

宮
みや

成
なり

昭
あき

義
よし

市民クラブ

特色ある町づくり
構想を

～ 戦略的施策として検討 ～

質

質

質

質

答

答

答

答

公共施設の整備・処理は

～ 撤去や解体・協議検討する ～

過疎計画の事業
達成状況は
～ 全体で83.5％を

達成しています。 ～
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冠
水
や
側
溝
か
ら
の
噴

出
の
、
把
握
と
対
策
は
。

市
長

噴
出
や
冠
水
は
、
側
溝

の
縦じ

ゅ
う

断だ
ん

勾こ
う

配ば
い

が
変
化
す
る

箇
所
や
、
合
流
す
る
箇
所

で
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

今
後
、
地
域
全
体
の
排

水
路
網
を
調
査
し
、
特
に

用
水
路
と
し
て
使
用
し
て

い
た
水
路
の
用
途
廃
止
や
、

水
量
の
調
整
が
可
能
か
検

討
し
、
改
善
対
策
に
取
り

組
み
ま
す
。

商
業
業
務
地
の
形
成
に

よ
り
、
三
重
川
へ
の
排
水

増
加
が
想
定
さ
れ
る
が
。

市
長

１
工
区
は
、
排
水
断
面

の
不
足
す
る
既
存
水
路
の

か
さ
上
げ
や
集し

ゅ
う

水す
い

桝ま
す

の
改

修
が
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
工
区
、
３
工
区
は
、

１
工
区
と
同
様
に
外
周
に

側
溝
を
入
れ
、
三
重
川
の

樋ひ

門も
ん

部
分
に
放
流
す
る
と

聞
い
て
い
ま
す
。

下
赤
嶺
東
区
内
の
ホ
テ

ル
進
出
に
よ
る
雨
水
流
出

増
加
へ
の
対
策
は
。

市
長

土
地
開
発
許
可
申
請
に

あ
た
り
、
市
の
意
見
書
・

同
意
書
が
求
め
ら
れ
ま
し

た
。
検
討
の
結
果
、
計
画

雨
水
流
出
量
は
現
行
の
側

溝
断
面
の
８
割
で
流
下
で

き
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
ま

し
た
の
で
、
同
意
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
さ
ら
に
下
流

部
の
低
地
部
分
は
排
水
路

網
を
調
査
し
、
改
善
対
策

を
検
討
し
ま
す
。

避
難
場
所
・
施
設
に
お

い
て
、
各
家
か
ら
持
ち
出

し
た
「
音
声
お
知
ら
せ
端

末
」
は
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
を
受

信
で
き
る
か
。

情
報
推
進
課
長

本
機
は
、
ケ
ー
ブ
ル
の

接
続
か
ら
切
り
離
し
、
電

池
を
電
源
と
し
て
使
用
す

れ
ば
、
一
般
の
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ

オ
と
し
て
使
用
で
き
ま
す
。

避
難
場
所
に
指
定
し
て

い
る
施
設
で
は
、
本
機
で

Ｆ
Ｍ
放
送
が
聴
取
で
き
る

か
、
早
急
に
調
査
し
ま
す
。

受
信
状
態
が
悪
い
国
道
、

県
道
、
主
な
市
道
沿
い
に

お
い
て
、
Ｆ
Ｍ
ラ
ジ
オ
電

波
を
送
出
す
る
検
討
を
。

情
報
推
進
課
長

市
は
Ｆ
Ｍ
放
送
を
市
中

に
流
す
こ
と
が
で
き
る
免

許
を
取
得
し
て
い
な
い
こ

と
か
ら
、
Ｆ
Ｍ
放
送
の
電

波
を
流
す
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

な
お
、
国
が
自
治
体
に

よ
る
中
継
局
の
設
置
に
つ

い
て
研
究
を
始
め
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
り
、
制
度

化
さ
れ
た
際
は
、
需
要
や

設
置
費
用
を
調
査
、
研
究

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

～ 10 名の議員が市政を問う～

質

質

質

質

質

答

答

答

答

答

下赤嶺地区の雨水排水改善を

～ 地域全体の排水路網を調査し、
改善対策に取り組む ～

神
こう

志
じ

那
な

文
ふみ

寛
ひろ

日本共産党

ＦＭラジオ受信の改善を

～ 避難場所でＦＭ放送が聴取できるか、
早急に調査する ～
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退
職
勧
奨
制
度
は
早
期

退
職
す
る
事
情
が
あ
る
場

合
な
ど
は
あ
っ
て
い
い
と

思
う
が
、
管
理
職
は
59
歳

と
い
う
慣
例
は
他
の
自
治

体
で
例
は
あ
る
か
。

ま
た
、
再
任
用
を
利
用

し
た
方
は
い
る
の
か
。

総
務
課
長

県
下
14
市
の
う
ち
、
管

理
職
に
限
定
し
て
勧
奨
し

て
い
る
実
態
は
今
の
と
こ

ろ
見
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

再
任
用
は
、
制
度
は
あ

り
ま
す
が
運
用
し
て
い
ま

せ
ん
。

　
現
行
の
社
会
保
障
制
度

で
あ
る
年
金
制
度
と
連
動

し
て
い
な
い
。
65
歳
定
年

が
言
わ
れ
て
い
る
中
で
逆

行
し
て
い
る
の
で
は
。
制

度
を
拒
否
し
た
方
は
い
た

か
。

総
務
課
長

協
力
の
お
願
い
で
す
の

で
、
拒
否
し
た
と
い
う
こ

と
で
は
な
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　
結
果
的
に
強
制
に
な
っ

て
い
る
。
60
歳
ま
で
働
き

た
い
と
い
う
権
利
の
侵
害

に
な
ら
な
い
か
。
60
歳
ま

で
希
望
す
る
管
理
職
が
出

る
場
合
の
対
応
は
。

市
長

あ
く
ま
で
協
力
を
お
願

い
す
る
も
の
で
、
行
革
が

完
遂
で
き
る
ま
で
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

将
来
の
職
員
構
成
が
住

民
サ
ー
ビ
ス
は
も
と
よ
り
、

市
役
所
の
組
織
運
営
に
影

響
が
生
じ
る
と
考
え
る
が
、

土
木
技
術
職
で
20
歳
代
が

１
人
も
お
ら
ず
、
合
併
か

ら
１
人
も
採
用
が
な
い
現

状
は
早
い
解
消
が
必
要
と

思
う
が
。総

務
課
長

年
齢
が
上
が
っ
て
き
て

い
る
実
態
は
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
今
年
度
は
支
所

の
土
木
技
術
職
員
を
本
庁

に
集
約
す
る
こ
と
も
踏
ま

え
、
事
務
効
率
化
は
ク
リ

ア
で
き
て
い
る
か
な
と
思

い
ま
す
。

女
性
管
理
職
の
登
用
は

積
極
的
に
行
う
べ
き
で
、

ぶ
ん
ご
お
お
の
生
き
生
き

プ
ラ
ン
の
数
値
化
目
標
が

あ
る
の
か
。

総
務
課
長

管
理
職
の
部
分
は
数
値

目
標
に
含
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。

　
平
成
28
年
度
か
ら
数
値

化
目
標
が
義
務
付
け
ら
れ

る
。
現
状
の
女
性
登
用
の

ポ
イ
ン
ト
は
。

総
務
課
長

男
女
で
差
別
す
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
。
管
理
職

候
補
の
年
代
で
女
性
の
構

成
比
率
が
少
な
い
実
態
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
中
で
も

有
能
な
人
材
を
登
用
し
て

い
く
方
針
は
変
わ
り
あ
り

ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
質
問

広
報
７
月
号
の
市
民
病

院
の
健
診
に
係
る
宣
伝
に

つ
い
て

一 般 質 問

59歳管理職の退職勧奨は
廃止すべきでは

～ 強制ではなく協力の範ちゅうである ～

小
お

野
の

勇
ゆう

治
じ

緑政会

答

答答

答

答

答

質

質

質質

質

質
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市
長
に
対
し
措
置
を
求

め
る
事
項
、
監
査
委
員
か

ら
の
適
切
な
措
置
を
講
じ

ら
れ
た
い
と
の
要
請
に
つ

い
て
、
ど
の
よ
う
に
対
応

し
て
い
る
か
。

補
助
金
の
返
還
は
求
め

た
の
か
。市

長

平
成
26
年
度
観
光
協
会

運
営
補
助
金
に
対
す
る
監

査
結
果
報
告
で
は
所
管
課

に
お
け
る
要
綱
の
未
整
備

及
び
指
導
監
督
不
足
等
も

指
摘
さ
れ
て
お
り
、
執
行

部
と
し
て
深
く
反
省
し
、

改
善
に
あ
た
る
所
存
で
す
。

監
査
結
果
で
措
置
が
求
め

ら
れ
た
内
容
の
精
査
と
そ

の
結
果
に
基
づ
く
一
部
返

還
は
、
不
適
切
と
指
摘
さ

れ
た
会
計
処
理
に
つ
い
て

関
係
書
類
等
の
再
確
認
を

行
い
、
書
類
の
不
備
に
よ

り
説
明
責
任
の
果
た
せ
な

い
も
の
等
に
つ
い
て
、
加

算
金
を
含
め
、
一
部
返
還

金
と
し
て
53
万
１
１
３
３

円
を
前
会
長
に
９
月
１
日

付
け
で
請
求
し
ま
し
た
。

　
ぶ
ん
ご
大
野
里
の
旅
公

社
の
補
助
金
に
つ
い
て
も

交
付
要
綱
を
定
め
て
い
る

の
か
。市

長

補
助
金
に
適
用
と
な
る

要
綱
は
未
整
備
で
あ
り
ま

し
た
が
、
本
年
３
月
に
整

備
し
ま
し
た
。

補
助
金
交
付
事
務
に
適

正
を
欠
く
事
例
が
認
め
ら

れ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
補

助
金
交
付
団
体
に
お
い
て

も
、
同
様
の
状
況
が
懸
念

さ
れ
る
と
監
査
指
摘
さ
れ

た
こ
と
を
真
摯
に
受
け
止

め
、
市
民
の
信
頼
に
応
え

る
対
策
に
つ
い
て
、
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
納

付
さ
れ
た
税
等
を
財
源
と

し
て
補
助
金
制
度
が
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
を
再
認

識
し
、
そ
の
執
行
や
確
認

事
務
は
、
慣
例
的
な
事
務

処
理
に
終
わ
ら
な
い
意
識

の
改
革
が
必
要
で
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。

農
業
振
興
は
少
子
化
、

高
齢
化
に
よ
る
こ
と
が
課

題
で
す
が
、
今
日
の
対
策

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
か
。農

業
振
興
課
長

農
業
の
現
状
に
つ
い
て
、

問
題
や
課
題
を
整
理
す
る

と
共
に
、
農
業
構
造
の
確

立
に
向
け
た
取
り
組
み
と

し
て
、
担
い
手
の
確
保
・

育
成
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
地
域
創
生
で
何
か
取
り

組
む
考
え
は
あ
り
ま
す
か
。

市
長

地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立

と
販
売
戦
略
の
構
築
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。

～ 10 名の議員が市政を問う～

答

答

答

答答

質

質

質

質質

内
うち

田
だだ

俊
とし

和
かず

緑政会

市長からの要求に基づく
監査結果について

～ 公金であることを深く認識し、
厳正なる取り扱いを行う ～

豊後大野市の農業振興を
どのような目標をお持ちですか

～ 担い手の確保・育成を ～
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静
岡
県
西
伊
豆
町
の
電

気
柵
事
故
を
受
け
て
、
市

と
し
て
ど
の
よ
う
な
対
応

を
し
た
の
か
。

農
林
整
備
課
長

電
気
柵
に
関
す
る
文
書

を
回
覧
し
、
電
気
柵
に
対

し
て
の
注
意
喚
起
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
電
気
柵
の

安
全
な
設
置
方
法
の
周
知

を
行
い
ま
し
た
。

第
３
次
農
業
振
興
計
画

の
策
定
に
当
た
っ
て
は
第

２
次
計
画
の
検
証
を
し
、

そ
れ
に
基
づ
い
て
次
期
計

画
の
策
定
を
行
う
べ
き
と

考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長

第
２
次
計
画
で
人
づ
く

り
、
も
の
づ
く
り
、
シ
ス

テ
ム
づ
く
り
を
基
本
に
取

り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
第

３
次
計
画
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
こ
れ
ま
で
取
り
組

ん
で
き
た
内
容
を
検
証
し
、

次
期
計
画
に
つ
な
げ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
検
証
方
法
は
、

内
部
評
価
と
外
部
評
価
に

分
け
て
行
い
ま
す
。

行
革
を
進
め
る
中
、
職

員
の
機
動
性
が
な
お
一
層

求
め
ら
れ
る
。
適
材
適
所

で
ロ
ス
の
な
い
人
事
の
工

夫
が
必
要
と
思
う
が
、
ど

の
よ
う
な
こ
と
に
配
慮
し

ど
の
組
織
で
行
う
の
か
伺

う
。

市
長

行
政
を
担
う
職
員
一
人

ひ
と
り
の
意
識
改
革
と
、

資
質
及
び
能
力
の
向
上
を

図
り
、
思
索
し
実
行
す
る

職
員
を
育
成
す
る
こ
と
が

必
要
不
可
欠
で
す
。

具
体
的
な
手
法
は
、
全

職
員
か
ら
職
員
調
書
の
提

出
を
求
め
、
こ
れ
ら
の
資

料
に
基
づ
い
て
各
部
署
の

職
階
及
び
年
齢
構
成
、
男

女
共
同
参
画
の
推
進
に
基

づ
く
方
針
、
一
部
署
へ
の

長
期
配
置
職
員
の
処
遇
や
、

職
員
の
持
っ
て
い
る
資
格

等
を
考
慮
し
、
職
員
の
適

性
や
、
能
力
開
発
に
つ
な

が
る
適
材
適
所
の
職
員
配

置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
な
人
事
案
は
、

管
理
職
は
市
長
が
、
一
般

職
は
総
務
課
長
及
び
総
務

課
人
事
給
与
係
が
作
成
し
、

市
長
決
裁
後
に
内
示
を

行
っ
て
い
ま
す
。

三重町宮野

一 般 質 問

電気柵の安全性に
ついて
～ 適正な設置と管理を住民や

設置者に周知 ～

長
なが

野
の

健
けん

児
じ

政友会

本市農業の今後について

～ 「人づくり」「ものづくり」
「システムづくり」を進める ～

豊後大野市職員人事について

～ 適材適所の職員配置を行っている ～

質

質

質

答

答

答
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こ
の
合
併
は
成
功
で

あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

市
長

合
併
前
の
平
成
16
年
度

と
平
成
26
年
度
の
決
算
状

況
を
比
較
す
る
と
、
人
件

費
は
約
13
億
円
、
公
債
費

は
約
11
億
４
千
万
円
削
減

さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
地
方
債
現
在
高

は
起
債
シ
ー
リ
ン
グ
の
設

定
や
繰
上
償
還
等
に
よ
り
、

平
成
16
年
度
は
約
３
８
３

億
円
あ
っ
た
も
の
が
、
平

成
26
年
度
は
１
１
１
億
円

削
減
さ
れ
、
基
金
残
高
で

は
平
成
16
年
度
は
約
52
億

３
千
万
円
で
し
た
が
、
平

成
26
年
度
は
約
１
２
３
億

６
千
万
円
増
加
し
て
い
ま

す
。

　
合
併
10
周
年
記
念
事
業

に
つ
い
て
、
今
後
ど
の
よ

う
な
こ
と
を
行
う
の
か
。

市
長

６
月
に
は
、
石
破
地
方

創
生
担
当
大
臣
の
特
別
講

演
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
、
１
年
間
を
通

し
て
市
民
の
皆
さ
ん
と
一

緒
に
な
り
、
合
併
に
よ
り

誕
生
し
た
豊
後
大
野
市
の

10
周
年
を
祝
い
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

職
員
に
も
協
力
の
お
願

い
を
。
市
外
通
勤
者
数
と

市
外
に
住
む
理
由
は
。

市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
の
現
状
と
費
用
対
効

果
は
。

総
務
課
長

市
職
員
の
市
外
通
勤
者

は
、
現
在
46
人
が
該
当
し

ま
す
。
市
外
に
住
む
理
由

は
結
婚
を
理
由
に
し
た
も

の
が
最
も
多
く
、
そ
の
要

因
は
男
女
を
問
わ
ず
配
偶

建
設
課
長

基
本
的
な
徴
収
方
針
と

し
て
、
滞
納
繰
越
金
の
累

積
金
額
を
抑
え
る
た
め
に

現
年
度
分
の
徴
収
に
力
を

入
れ
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
平
成
25

年
度
現
年
度
分
の
徴
収
率

者
や
家
族
の
通
勤
、
通
学

に
よ
る
も
の
で
す
。
こ
の

ほ
か
、
理
由
は
確
認
で
き

ま
せ
ん
が
、
合
併
前
か
ら

実
家
か
ら
の
通
勤
で
市
外

に
居
住
し
て
い
た
者
や
、

市
外
に
新
た
に
住
宅
を
購

入
し
た
者
も
い
ま
す
。

は
92
・
78
％
で
し
た
が
、

平
成
26
年
度
で
は
96
・

10
％
で
あ
り
、
管
理
代
行

に
係
る
基
本
協
定
書
の
平

成
26
年
度
の
目
標
指
標
で

あ
る
93
・
５
％
、
さ
ら
に

は
本
年
度
の
目
標
指
標
で

あ
る
96
・
０
％
を
上
回
っ

て
い
ま
す
。

特別講演会の様子

～ 10 名の議員が市政を問う～

合併10年を振り返って

～ 市民皆さまのこれまでの活動が、
一体感の醸成を深めている ～

質

質

首
しゅ

藤
とう

正
まさ

光
みつ

緑政会

答

答

定
住
促
進
に
つ
い
て

～ 

引
き
続
き
協
力
を
お
願
い
す
る 

～

市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

～ 

未
徴
収
金
の
解
消
に
向
け
努
力
を 

～

答答

質質
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開催日時 開催場所 人数 開催日時 開催場所 人数

８月17日（月）午後７時～ 神 楽 会 館 18人 ８月23日（日）午後２時～ 委 員 会 室 16人

８月19日（水）午後７時～ 隣 保 館 17人 ８月23日（日）午後７時～ 委 員 会 室 14人

８月20日（木）午後７時～ 朝地公民館 29人 ８月25日（火）午後７時～ 緒方公民館 17人

８月21日（金）午後２時～ 土師公民館 22人 ８月27日（木）午後７時～ 千 歳 支 所 23人

８月22日（土）午後７時～ 犬飼公民館 11人

アンケート集計結果

議会や議員の活動について満足していますか 今回の議会報告会の試みをどのように考えますか

議員定数と地域創生をテーマに
第３回議会報告会を開催

第
３
回
市
議
会
報

告
会
を
９
会
場

で
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
に
引
き
続
き

７
町
で
開
催
す
る
と

と
も
に
、
今
回
は
試

行
的
に
細
や
か
に
地

域
に
出
向
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
土
師

振
興
協
議
会
を
対
象

に
開
催
し
ま
し
た
。

全
議
員
22
人
を
３

班
に
分
け
、
第
１
部

で
議
会
報
告
（
６
月

定
例
会
の
議
決
状
況

や
各
常
任
委
員
会
の

活
動
な
ど
）
を
行
い

ま
し
た
。
第
２
部
で

は
、「
議
員
定
数
」
と

「
地
域
創
生
に
向
け
て

わ
が
町
の
夢
を
語
ろ

う
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
を
行
い
、
延

べ
１
６
７
人
の
ご
参

加
を
い
た
だ
き
、
活

発
な
質
疑
や
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
こ
で
は
、
主
な

質
疑
・
回
答
、
ア
ン

ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ

い
て
、
ご
紹
介
し
ま
す
。

性　別年　代
30代
2.2%

40代
5.1%

50代
22.1%

満足
11.8%

不満足
2.9%

どちらかと
いえば満足
64.7%

どちらかと
いえば不満足
20.6%

男
76.7%

必要
64%

どちらかと
いえば必要
31%

どちらかといえば不要
3%

分からない
2%

不要　0%

女
23.3%

60代
37.5%

70歳以上
33.1%
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●
質
疑
応
答

　
地
方
創
生
で
ど
れ
ほ

ど
の
予
算
が
組
ま
れ
て
い

る
の
か
。

　

平
成
26
年
３
月
時
点

で
、
地
方
創
生
関
連
の
予

算
と
し
て
は
、
地
域
消
費

喚
起
生
活
支
援
型
と
し
て

生
活
支
援
商
品
券
給
付
事

業
１
億
５
２
４
万
８
千
円
、

商
工
業
推
進
事
業
４
４
７

８
万
７
千
円
、
ま
た
地
方

創
生
先
行
型
と
し
て
定
住

促
進
住
宅
補
助
事
業
１
２

０
２
万
円
、
定
住
促
進
空

き
家
対
策
事
業
２
２
７
１

万
８
千
円
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

住
宅
構
想
事
業
７
３
５
万

６
千
円
、
子
育
て
ホ
ッ
ト

ク
ー
ポ
ン
活
用
事
業
９
８

７
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
に
つ
い

て
、
平
成
24
年
に
は
一
般

会
計
か
ら
４
億
５
千
万
円

を
繰
り
入
れ
て
基
準
額
が

６
２
５
０
円
に
な
っ
て
い

る
が
、
こ
れ
か
ら
の
状
況

と
今
後
に
つ
い
て
は
。

　

今
、
全
国
で
１
２
５

番
目
。
全
国
的
に
介
護
保

険
が
上
が
っ
て
い
る
。
大

分
県
で
は
確
か
に
１
番
高

い
。
今
後
、
介
護
保
険
料

が
今
の
と
お
り
収
ま
る
か

ど
う
か
は
難
問
が
あ
る
わ

け
だ
が
、
担
当
課
と
し
て

は
、
介
護
保
険
料
を
上
げ

な
い
た
め
に
も
、
い
ろ
ん

な
努
力
を
し
て
い
る
。

　

地
籍
調
査
で
す
が
、

10
年
が
経
っ
た
ら
境
界
を

教
え
る
人
間
は
お
り
ま
せ

ん
。
地
籍
調
査
の
進
捗
状

況
を
お
知
ら
せ
願
い
ま
す
。

　

市
全
体
で
47
％
の
進

捗
率
で
す
。

●
第
２
部

　

議
員
定
数
へ
の
意
見

○　

臼
杵
市
が
４
万
９
６

０
人
で
18
人
、
一
人
当
た

り
２
２
７
４
人
で
す
。
臼

杵
が
こ
れ
で
で
き
る
な
ら
、

18
人
で
い
い
の
で
は
。

○　

10
年
後
20
年
後
の
人

口
の
状
況
を
見
た
と
き
、

減
っ
て
い
く
。
そ
れ
に

伴
っ
た
人
数
の
減
少
と
い

う
こ
と
に
な
っ
て
い
く
だ

ろ
う
と
思
う
。
議
論
し
て

い
た
だ
い
て
、
一
番
そ
の

人
口
に
あ
っ
た
、
ま
た
常

任
委
員
会
な
ど
の
条
件
が

で
き
る
最
低
の
定
数
、
そ

れ
を
是
非
と
も
決
め
て
い

た
だ
き
た
い
。

○　

議
員
定
数
は
、
現
在

の
22
名
、
豊
後
大
野
市
は

７
町
村
と
い
う
大
型
合
併

で
す
。
従
っ
て
市
民
の
意

見
を
し
っ
か
り
と
議
会
の

中
で
、
検
討
い
た
だ
く
。

22
名
こ
れ
は
堅
持
す
べ
き

だ
と
思
い
ま
す
。
絶
対
に

減
ら
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

○　

各
町
か
ら
定
員
１
名

は
必
ず
出
る
。
あ
と
は
何

人
い
て
も
い
い
が
、
そ
の

定
数
を
各
町
に
さ
さ
げ
て

い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

○　

類
似
す
る
市
と
と
り

あ
え
ず
同
じ
に
す
る
。
そ

し
て
、
豊
後
大
野
市
の
財

政
を
み
な
が
ら
、
増
減
を

検
討
す
る
。

○　

10
名
が
妥
当
だ
と
思

い
ま
す
。
６
人
で
よ
い
と

い
う
人
も
い
る
。
だ
か
ら

も
う
少
し
濃
い
、
濃
密
な

動
き
を
し
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

○　

議
員
定
数
も
ほ
ん
と

に
市
民
に
寄
り
添
っ
て
、

議
員
が
こ
ん
な
活
動
し
た

ん
だ
と
身
近
に
感
じ
た
の

で
あ
れ
ば
、
必
要
だ
な
っ

て
こ
と
は
出
て
く
る
ん
で

す
が
、
存
在
し
て
い
る
密

着
感
と
い
う
か
そ
う
い
う

も
の
が
な
か
な
か
な
い
。

●
地
域
創
生
へ
の
意
見

○　

県
立
農
業
大
学
校
、

こ
れ
は
本
当
に
す
ば
ら
し

い
大
学
校
が
あ
る
わ
け
で

す
か
ら
、
こ
こ
と
の
連
携

を
と
っ
て
、
埋
も
れ
て
い

た
施
策
を
そ
こ
に
集
約
し

て
、
市
に
残
る
人
に
は
、

授
業
料
免
除
ぐ
ら
い
の
思

い
切
っ
た
施
策
を
展
開
し

な
が
ら
、
後
継
者
を
育
て

て
い
く
と
か
、
農
業
に
力

を
入
れ
て
ほ
し
い
。

○　

年
金
の
支
給
開
始
が

ど
ん
ど
ん
繰
り
下
が
っ
て

い
ま
す
。
定
年
し
て
帰
っ

て
き
て
も
、
あ
る
程
度
仕

事
し
な
い
と
、
年
金
だ
け

で
は
生
活
が
で
き
な
い
。

農
業
す
れ
ば
い
い
と
い
う

も
の
の
、
も
う
何
十
年
も

離
れ
た
人
間
が
農
業
で
生

計
を
立
て
ら
れ
る
か
と
い

う
と
、
な
か
な
か
そ
う
は

い
か
な
い
現
状
だ
と
思
う
。

だ
か
ら
、
勤
め
る
と
こ
ろ

が
た
く
さ
ん
あ
れ
ば
い
い

が
、
な
か
な
か
い
か
な
い
。

帰
り
た
い
け
ど
帰
れ
な
い

現
実
の
中
で
生
活
が
で
き

な
い
。

○　

保
育
園
や
親
な
ど
に

子
ど
も
を
預
け
る
こ
と
が

で
き
な
か
っ
た
り
、
預
け

る
場
所
が
な
い
こ
と
で
、

よ
そ
に
出
て
い
く
と
い
う

こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。

自
分
の
親
だ
け
で
な
く
地

域
の
、
ま
だ
ま
だ
元
気
だ

け
ど
も
仕
事
を
さ
れ
て
な

い
方
に
気
軽
に
預
け
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
場

所
が
提
案
で
き
れ
ば
、
豊

後
大
野
市
で
子
育
て
も
し

な
が
ら
働
く
こ
と
も
で
き

る
だ
ろ
う
し
、
Ｕ
タ
ー
ン
、

Ｉ
タ
ー
ン
も
視
野
に
入
れ

た
地
方
創
生
も
必
要
か
な

と
思
い
ま
す
。

○　

産
業
振
興
と
住
民
の

ケ
ア
、
こ
の
２
つ
が
お
互

い
に
発
展
し
て
い
け
ば
、

非
常
に
住
み
や
す
い
ま
ち

に
な
る
の
で
す
け
ど
、
産

業
振
興
は
本
当
に
取
り
組

ん
で
ほ
し
い
な
と
い
う
こ

と
と
、
女
性
の
働
く
場
所

を
。質

疑
や
意
見
の
中
で
、

執
行
部
に
送
付
す
る
こ
と

が
必
要
と
判
断
し
た
も
の

は
、
市
長
に
送
付
し
ま
し

た
。

質質

質

答

答

答

朝地会場の様子清川会場の様子
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８
月
20
日
に
福
岡
県
筑

紫
野
市
議
会
の
会
派
つ
く

し
野
の
議
員
の
方
々
が
庁

舎
建
設
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て
、
８
月
26

日
に
佐
賀
県
伊
万
里
市
議

会
地
方
創
生
調
査
特
別
委

員
会
の
方
々
が
イ
ン
キ
ュ

ベ
ー
シ
ョ
ン
フ
ァ
ー
ム
事

業
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ

視
察
す
る
た
め
来
庁
さ
れ

ま
し
た
。

８
月
６
日
、
東
京
都
台

東
区
議
会
議
員
の
皆
さ
ん

が
本
市
に
訪
れ
ま
し
た
。

台
東
区
は
朝
地
町
出
身

の
故
朝
倉
文
夫
氏
が
61
年

間
暮
ら
し
て
い
た
こ
と
で
、

昭
和
62
年
に
友
好
都
市
を

締
結
し
ま
し
た
。
現
在
も

文
化
交
流
や
人
的
交
流
、

物
産
交
流
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。

今
回
、
台
東
区
議
会
か

ら
は
平
成
27
年
４
月
に
行

わ
れ
た
区
議
会
議
員
選
挙

で
初
当
選
さ
れ
た
議
員
６

名
と
副
議
長
が
本
市
を
訪

問
さ
れ
ま
し
た
。

台
東
区
議
会
の
皆
さ
ん

は
朝
倉
文
夫
記
念
館
や
原

尻
の
滝
な
ど
視
察
さ
れ
、

視
察
後
は
市
役
所
内
で
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

本
市
議
会
か
ら
は
議
長
、

副
議
長
、
各
常
任
委
員
長
、

執
行
部
か
ら
は
市
長
、
総

務
課
長
な
ど
が
出
席
し
、

活
発
に
意
見
交
換
、
情
報

交
換
を
行
い
、
友
好
を
深

め
ま
し
た
。

行
政
視
察
受
け
入
れ

東
京
都
台
東
区
議
会
議
員
の
皆
さ
ん
が
本
市
を
訪
問

横
手
市
議
会
で
は
議

会
基
本
条
例
を
平

成
24
年
に
施
行
し
、
翌
年

に
は
議
会
改
革
に
関
す
る

特
別
委
員
会
を
設
置
、
そ

の
中
で
広
報
部
会
と
公
聴

部
会
に
分
か
れ
、
広
報
部

会
は
「
議
会
だ
よ
り
」
Ｆ

Ｍ
放
送
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
担
当
し
、
公
聴
部
会
は

議
会
報
告
会
や
意
見
交
換

会
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
政
策
条
例
を
制
定

し
内
容
は
「
ス
ポ
ー
ツ
立

市
横
手
」
で
ま
ち
を
元
気

に
す
る
条
例
で
す
。
議
会

報
告
会
は
、
平
成
26
年
度

で
は
小
学
校
区
全
20
会
場

で
開
催
を
し
、
４
０
０
人

を
超
す
参
加
者
で
あ
っ
た

と
の
こ
と
で
す
。

花
巻
市
議
会
で
の
研

修
で
す
が
、
議
会

改
革
に
つ
い
て
は
平
成
14

年
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

に
よ
る
議
会
中
継
を
行
い
、

そ
の
後
に
は
議
場
へ
の
パ

ソ
コ
ン
の
持
ち
込
み
の
許

可
、
一
般
質
問
で
の
一
問

一
答
方
式
の
採
用
、
予
算

決
算
特
別
委
員
会
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継
を
行
っ

て
い
ま
す
。

平
成
22
年
に
議
会
基
本

条
例
を
制
定
、
同
年
、
議

会
改
革
推
進
会
議
を
設
置

し
、
議
会
改
革
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
条
例
制
定

後
の
取
り
組
み
状
況
は
、

正
副
議
長
立
候
補
者
の
所

信
表
明
の
実
施
、
反
問
権

の
付
与
、
議
会
報
告
会
に

つ
い
て
は
年
２
回
の
開
催

に
よ
り
、
思
う
よ
う
に
議

会
改
革
が
進
ま
な
い
こ
と

か
ら
、
広
報
広
聴
特
別
委

員
会
に
所
管
替
え
を
し
て

い
ま
す
。

議
会
活
性
化
委
員
会

朝倉文夫記念館

伊万里市議会 筑紫野市議会

平成27年7月15日～ 7月17日　　秋田県横手市・岩手県花巻市

REPORT 　視察研修

視察研修報告、閉会中の議会の動き
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議会日誌
7月
	 2日㈭	議会運営委員会
	 	本会議（討論、採決）
	 	全員協議会
	 6日㈪	総務常任委員会
	 7日㈫	厚生文教常任委員会
	 8日㈬	議会広報編集特別委員会
	 9日㈭	議会活性化委員会
	 	福岡県うきは市議会行政視察来市
	10日㈮	議会広報編集特別委員会
	15日㈬	議会活性化委員会行政視察
	 	（秋田県横手市議会）
	16日㈭	議会広報編集特別委員会
	 	議会活性化委員会行政視察
	 	（岩手県花巻市議会）
	22日㈬	産業建設常任委員会
	23日㈭	議会活性化委員会

8月
	 4日㈫	厚生文教常任委員会
	 5日㈬	議会活性化委員会
	 6日㈭	東京都台東区議会表敬訪問
	17日㈪	第3回議会報告会(清川会場)
	19日㈬	第3回議会報告会(大野会場)
	20日㈭	福岡県筑紫野市議会行政視察来市
	 	第3回議会報告会(朝地会場)
	21日㈮	第3回議会報告会(大野土師会場)
	22日㈯	第3回議会報告会(犬飼会場)
	23日㈰	第3回議会報告会(三重会場)
	25日㈫	議会運営委員会
	 	第3回議会報告会(緒方会場)
	26日㈬	佐賀県伊万里市議会行政視察来市
	 	議会活性化委員会
	27日㈭	第3回議会報告会(千歳会場)
	28日㈮	議会運営委員会

9月
	 1日㈫	本会議(議案上程)
	 	全員協議会
　　　　議会広報編集特別委員会
　　　　議会運営委員会
	 7日㈪	本会議(一般質問)
	 8日㈫	本会議(一般質問)
　　　　常任委員会（総務・厚生文教・産業建設）
	 9日㈬	本会議(一般質問)	
　　　　議会運営委員会
	11日㈮	本会議（議案質疑、委員会付託)
	 	議会活性化委員会
15日㈫～ 17日㈭
　　　　常任委員会(総務・厚生文教・産業建設)
	18日㈮	議会運営委員会
	24日㈭	決算特別委員会(特別会計)
	 	議会活性化委員会
	25日㈮	決算特別委員会(一般会計)
	30日㈬	本会議(討論、採決)

（
産
業
建
設
常
任
委
員
会
）

繰
越
事
業
の
状
況
は

７
月
22
日
、
産
業
建
設
常
任
委
員
会
で

建
設
課
、
農
林
整
備
課
、
商
工
観
光
課
、

上
下
水
道
課
、
農
業
委
員
会
の
所
管
事
務

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

建
設
課
と
農
林
整
備
課
で
は
、
主
に
平

成
26
年
度
繰
越
事
業
に
つ
い
て
、
繰
り
越

し
と
な
っ
た
要
因
な
ど
調
査
し
、
商
工
観

光
課
、
上
下
水
道
課
、
農
業
委
員
会
に
つ

い
て
は
、
新
規
事
業
や
重
点
事
業
を
調
査

し
ま
し
た
。

（
厚
生
文
教
常
任
委
員
会
）

９
月
８
日
、
厚
生
文
教
常
任
委

員
会
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
オ
ー
バ
ー

が
運
営
す
る
ホ
ッ
ト
ホ
ー
ム
も
も

た
ろ
う
（
清
川
町
）
を
訪
問
し
、

代
表
者
か
ら
当
施
設
の
概
要
や
現

状
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

し
た
。
現
場
の
声
や
施
設
の
様
子
、

ま
た
利
用
さ
れ
て
い
る
方
の
表
情

に
ふ
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

当
施
設
で
は
、
小
規
模
多
機
能

型
居
宅
介
護
を
は
じ
め
、
様
々
な

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

（
総
務
常
任
委
員
会
）

運
営
状
況
な
ど
現
地
調
査

７
月
６
日
、
総
務
常
任
委
員
会
が
所
管

す
る
施
設
の
管
理
運
営
状
況
な
ど
を
詳
し

く
調
査
す
る
た
め
現
地
調
査
を
行
い
ま
し

た
。今

回
、
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
エ
イ
ト
ピ

ア
お
お
の
、
消
防
本
部
及
び
東
分
署
、
朝

倉
文
夫
記
念
館
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
セ
ン

タ
ー
、
神
楽
会
館
を
順
次
視
察
し
、
現
地

で
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
に
概
要
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

所
管
事
務
調
査

福
祉
施
設
を
訪
問

所
管
事
務
調
査

閉会中の議会の動き
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大野中学校　３年

衞
え

　藤
とう

　竜
たつ

　彦
ひこ

新田小学校　６年

矢
や

　野
の

　　　稜
りょう

地域とのふれあいを大切に －－－－－－－－－－－－－－－－－－

歴史ある取り組みに誇りを持って －－－－－－－－－－－－－

新田小学校は、毎年 10 月に地域の方とふれあいを深める「新田

ふれあい広場」があります。地域の方が楽しい遊び道具の作り方を

教えてくれて一緒に作って遊ぶのです。

昨年、僕は紙でっぽうを作りました。作るときに、教えてくれる

地域の方が「そこ気をつけて竹を切って」と注意してくれたり、「う

まいなぁ」とやさしく話しかけてくれたりしているので、楽しく作

ることができました。作り終えたら、それで遊びます。遊んでいる

ときも、うまく飛ばなかったら、「こうしたらうまく飛ぶよ」と教

えてくれます。それでだんだん上手にできるようになりました。遊

び終わったらみんなでだんご汁を食べました。そのだんご汁も地域

の方と一緒に作りました。

地域の方がやさしく接してくれて楽しく作れて、本当にふれあい

が深まる会でした。

僕は、卒業しても地域とのふれあいを大切にしたいです。

私たち大野中学校では、毎年文化祭で人権劇をしています。人権

劇は学年ごとに取り組んでいて、特に２年生は学校の代表として毎

年解放文化祭に参加しています。私たちの学年は、昨年「ヨイトマ

ケの唄」という劇をしました。他にも部落差別や、さまざまな病気

の人に対する差別などを学習し、劇を通して地域の方々に発信して

います。

私は、この人権劇を通して、差別というものは、決してあっては

ならないし、してはならないことだということを改めて学びました。

差別を根絶していくために、私たちにできることは、差別に関して

学習していくことだと思います。学習していくことで差別がどれだ

け、人々の心を傷つけ、不快な思いをさせるものかが、分かります。

私自身が一番成長した点は、人の気持ちになって行動するというこ

とです。人権学習を通して学んだことは、今後の人生に生かせると

思います。今年は最後の年なので大野中学校の伝統ある、この人権

劇に誇りを持って取り組みたいと思います。

市や議会に対する
　  市民皆さまの思いを紹介
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議会を傍聴してみませんか？
次回 12 月定例会は、12 月１日に開会予定です。

手続きは、受付にて住所と名前を書くだけです。 ℡ 0974-22-1001
　　お気軽に議会事務局にお尋ねください。 市内無料電話　9-22-1001

http://w
w

w
.bungo-ohno.jp/categories/

bunyabetsu/gikai_senkan_kansa/shigikai/


